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金 華 山 の シ ダ 植 物 と シ カ と サ ル

宮 城 の サ ル 調 査 会 伊 沢 紘 生

1. は じ め に

金 華 山 は 面 積 が10 平 方 キ ロ メ ー ト ル 弱 の 小 さ な 島 だ が 、 山 頂 が445 メ

ー ト ル と 高 い こ と 、 島 の 中 腹 よ り 上 部 が 海 霧 に 包 ま れ る 日 が 多 い こ と 、 そ

の 地 域 が 保 水 性 の あ る プ ナ 、 シ デ 、 モ ミ な ど の 大 木 に 覆 わ れ て い る こ と （ 最

近 は 根 返 り に よ る 枯 死 が 目 立 つ が ） な ど で 、 年 間 を 通 し て 流 れ を 絶 や さ な

い 沢 が16 以 上 も あ り 水 の 浸 み 出 し も い た る 所 に 見 ら れ る こ と か ら 、 シ ダ

植 物 の 生 育 条 件 と し て は 良 好 と い え る だ ろ う 。 ま た 、 北 国 の 割 に は 冬 場 に

積 雪 を め っ た に 見 な い こ と 、 海 洋 に 面 し て い る た め 内 陸 部 ほ ど 極 端 な 低 温

を 記 録 す る 日 も な い と い っ た 気 象 条 件 も 影 響 し て い る と 思 わ れ る 。

実 際 、 開 け た 土 地 の 植 物 や 樹 林 の 林 床 植 物 に 注 意 し て 島 を 歩 い て み る と 、

シ ダ 植 物 に 覆 わ れ て い る 、 な い し シ ダ 植 物 が 優 勢 で あ る 面 積 が 非 常 に 広 い 。

そ こ で 筆 者 は 、 島 に あ る シ ダ植 物 の 種 類 と 種 ご と の 分 布 状 況 を 、 と く に シ

力 お よ び サ ル と の 関 係 で 調 べ る こ と に し た 。

以 下 が そ の 結 果 で あ る 。

2. 調 査 期 間 ・ 方 法 等

島 に 自 生 す る シ ダ 植 物 の 種 類 と 分 布 に 関 す る 調 査 は 、 継 続 し て い る サ ル

調 査 の 合 間 を 縫 っ て 以 下 の 期 日 に 行 っ た 。2008 年3 月17 日 、19 日 、21 日 、

5 月4 日 、6 月6 日 ～8 日 、8 月1 日 ～2 日 、9 月1 日 ～6 日 、10 月13 日 、18

日 、21 日 、11 月22 日 、26 日 の 計20 日 間 で あ る 。 こ の 期 間 、 で き る だ け

島 の 広 域 を 踏 査 す る よ う 努 め た が 、 筆 者 の サ ル 調 査 の 主 た る 対 象 が 島 の

南 部 に 遊 動 域 を も つD 群 （ 図l) の こ と も あ っ て 、 北 見 沢 右 岸 以 北 か ら 大 鍬

形 沢 左 岸 （ 図2) 以 北 に か け て の 島 の 北 部 地 域 に つ い て は 調 査 で き な か っ

た 。

採 集 し た シ ダ 植 物 の 同 定 は 高 橋 和 吉 氏 （ 宮 城 植 物 の 会 ） に お 願 い し た 。 高
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C..

図l ． 金 華 山 の サ ル • 6 群 の 生 息 位 置 関 係
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図2 ． 金 華 山 の 概略 図

-2-



橋 氏 に は こ の 調 査 に 協 力 し た 学 生 へ の 指 導 も 兼 ね 実 際 の 現 地 調 査 に も2 日

間 参 加 し て い た だ い た 。

シ ダ 植 物 と シ カ の 関 係 に つ い て は 、1982 年以 来 の サ ル継 続 調 査 で 筆 者 が

直 接 目 撃 し た シ カ の 採 食 や シ カ の 食 痕 、 お よ び 金 華 山 シ カ 調 査 グ ル ー プ の

樋 口 尚 子 氏(NPO 法人生 物 多 様 性研 究 所 あ ー す わ ー む ） と 大 西 信 正 氏 （ 生 態 計

画 研 究 所 早 川 事 業 所 ） か ら の 情 報 に よ っ た 。

シ ダ植 物 と サ ル の 関 係 に つ い て は 、 こ れ ま で の 筆 者 の 調 査 と 筆 者 ら サ ル

調 査 グ ル ー プ に よ る サ ル の 食 物 調 査 の 結 果 に よ っ た 。

3. 金 華 山 の シ ダ植 物 リ ス ト

今 回 の 調 査 で 採 集 し た シ ダ 植 物 は50 種l 亜 種2 雑 種 だ っ た 。

金 華 山 の シ ダ 植 物 を 含 む 植 物 相 の 調 査 は こ れ ま で 繰 り 返 し 行 わ れ て き

た 。 代 表 的 な も の と し て は 、 青 森 営 林 局(1935a) 、 藤 田(1969) 、 須 田 • 井

上(1991) 、 宮 城植 物 の 会 ほ か(2001) が あ る 。 こ れ ら 四 つ に 記 載 さ れ て い る

シ ダ植 物 と 今 回 の 調 査 結 果 を 一 覧 表 に 整 理 し た の が 表1 で あ る 。 表l に は

参 考 ま で に 京 道 ・ 加 藤(1932) に よ る リ ス ト と 、 植 物 相 で は な く 植 物 群 落 の

調 査 だ が 吉 井 ・ 吉 岡(1949) の 論 文 に 記 載 の あ る シ ダ植 物 も リ ス ト ア ッ プ し

て 載 せ た 。 な お 、 表 に 示 し た 和 名 や 科 名 、 並 び順 は 平 凡 社 『 日 本 の 野 生 植

物 ・ シ ダ 』 （ 岩 槻 編1992) に よ っ た 。

表l か ら わ か る よ う に 、 今 回 採 集 し た シ ダ 植 物 の う ち 、 青 森 営 林 局

(1935a) 、 藤 田(1969) 、 須 田 • 井 上(1991) 、 宮 城 植 物 の 会 ほ か(2001) の い

ず れ に も 記 載 さ れ て い な い も の は 計5 種l 雑 種 で 、 ハ ナ ヤ ス リ 科 の ア カ ハ

ナ ワ ラ ビ 、 ヤ マ ハ ナ ワ ラ ビ 、 ナ ガ ホ ノ ナ ツ ノ ハ ナ ワ ラ ビ 、 イ ノ モ ト ソ ウ 科

の イ ノ モ ト ソ ウ （ イ ノ モ ト ソ ウ はYosh ioka & Kash imural949 に は 記 載 あ

り ） 、 オ シ ダ 科 の ツ ヤ ナ シ イ ノ デ 、 オ シ ダ 科 の ヤ マ イ タ チ シ ダ と イ ワ イ タ

チ シ ダ の 雑 種 イ ヌ イ ワ イ タ チ シ ダ で あ る 。 そ の う ち ハ ナ ヤ ス リ 科3 種 と イ

ノ モ ト ソ ウ は 島 内 で1 ～ 数株 し か 発 見 で き な か っ た し 、 お そ ら く シ カ の 食

圧 と 思 わ れ る が ひ ど く 矮 小 化 し た 状 態 の も の だ っ た 。 近 い 将 来 島 か ら の 消

滅 が 危 惧 さ れ る 。
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表 1. 金 華 山 の シ ダ 植 物 リ ス ト

科名 種名
,\h tt i+1,,; i~III 牙l HI. J t 1 ;ib““加） 会 今1..,0)出介

以 近 ・ 加 i¥ ,9;} t . ,'池I
(I~\ ．元ヽ i I 19h9] [1991) I i か [1001) (1 932 i (1919)

ト ク サ fl ス ギ ·)

゜ ゜ ゜ ゜ ゜‘‘*9 ヤ ス リI I ノ 、 マ ハ ナ ヤ ス リ

゜ ゜ ゜ヒ19 ノ ヽI ヽ • ' '會 ス リ

゜ ゜ ゜ア カ ハ •J 疇’7 ラ ビ

゜フ ユ ノ ハ ナ ワ ラ ビ

゜ ゜ ゜
0

゜ヤ マ ハ1 ワ ラ ピ

゜1 ツ ノ ハ•9• 1フ ラ ビ

゜ ゜·/ ガ オ・ ノ ナ ツ ノ ハ.,'7 こ9 ピ

゜ゼ ン マ イ i1 ゼ ン マ イ

゜ ゜ ゜コ ケ ・ン ノ プ91
つ ケ シ ノ プ

゜ ゜ ゜ウ チ ワ ゴ ケ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜コ ハ イ ホ ラ ゴ ケ

゜コ バ ノ イ ・ン カ グ ・' " イ ヌ ン ダ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜オ ウ レ ン シ ダ

゜ ゜ ゜ ゜イ ワ ヒ メ ワ ラ ピ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜＇） ラ ビ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜シ ノ プII シ ノ ブ

゜
0

゜
0

゜ ゜ホ ウ ラ イ ・ン ダ f \ イ ワ ガ ネ ゼ ン マ イ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜イ ワ ガ ネ ソ ウ

゜ ゜ ゜ク ジ ャ ク ・ン ダ

゜ ゜ ゜イ ノ ｀・ ト ソ ウ i1 オ オ パ ノ イ ノ モ· ト ソ ウ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜イ ノ モ ト ソ ウ

゜·J · ヤ ビ ン ・ン ダ it
イ ワ ト う ノ ン

゜ ゜ ゜ ゜ト ニj ノ オ ・ン ダ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜シ シ1J シ ；j l1
ン ン ガ ン ラ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜オ サ ・ン ダ

゜オ ン ダH オ ニ ャ ブ ・ノ ナ ッ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ジ ．ム ウ モ· ン ジ ・ン ダ

゜ ゜ ゜ ゜ツ ヤ •i • シ イ ノ デ

゜イ ワ シ tl イ ノ デ （9り9H) 0
ホ ノ` パ ナ サ イ シ ダ

゜ ゜ ゜ ゜リ ．I ウ メ ン シ ダ

゜ ゜オ シ ダ

゜オ ク マ ワ ラ ビ

゜ ゜ク マ ツ ラ ピ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ミ ＼’ マ イ タ チ シ ダ

゜ ゜ミ サ キ カ グ ・9

゜ ゜ ゜ ゜ ゜I’ マ イ ク チ ・ン ダ

゜ ゜ ゜ ゜イ ツ イ タ ナ シ ダ

゜ ゜ ゜イ メ イ ワ イ ク チ シ ダ （ ＂ f＊ )

゜ヒ メ シ ダlI ミ ゾ シ ダ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ミ ヤ マ ツ ラ ビ

゜ゲ ・ジ ゲ ジ シ ダ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ャ ッ ニ； シ ダ 。
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ヒ メ ジアh ヒ メ ワ ラ ビ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ヒ メ シ ダ

゜ ゜ ゜ ゜ハ リ ガ ネ ワ ラ ビ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ア オ ハ リ ガ ネ ワ ラ ピ （ 而 積 ）

゜ ゜メ ニ ッ コ ウ シ ダ

゜ィ 可シ41 ク サ ソ テ ッ

゜ ゜ ゜イ ヌ ガ ン ソ ク

゜ ゜ ゜ ゜コ ウ ヤ ＇） ラ ビ

゜ ゜ ゜フ ク ロ ・ン ダ

゜ ゜ ゜ ゜ヘ ピ ノ ネ ゴ ザ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜サ ト メ ・ン ダ

゜ ゜ヤ マ イ ヌ ツ ラ ビ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜イ ヌ ソ ラ ビ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ニ シ キ シ ダ （ ~i l-i )

゜イ ッ ポ ン ワ ラ ビ

゜ ゜ ゜ハ コ ネ シ ケ チ シ ダ （ 雑Nil

゜ ゜オ オ ヒ メ ワ う ピ モ ド キ

゜ ゜ ゜オ オ ヒ メ ワ ラ ピ

゜ ゜ ゜ミ ド リ ワ ラ ビ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜コ ウ ラ イ イ メ ワ ニj ピ

゜ ゜ ゜ミ ヤ マ シ ケ シ ダ

゜ ゜ ゜ ゜ハ ク モ ウ イ ノ デ （ 亜 桶 ）

゜ ゜ホ ソ パ シ ケ シ ダ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜シ ケ シ ダ

゜ ゜ ゜ ゜オ ニ ヒ カ ゲ ワ ラ ビ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ヒ カ ゲ ワ ラ ピ

゜ ゜ ゜ウ ウ ポ ・ン i1 ピ ロ ー ド シ ダ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜イ ワ オ モ• ダ カ

゜ ゜ヒ メ ノ キ シ ノ プ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ノ キ シ ノ プ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜マ メ ヅ タ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ミ ツ デ ウ ラ ポ シ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜註l ． 青 森 営 林 局(1935a) に ミ ド リ ワ ラ ピ の 記 載 は な い が 、 同 じ 調 査 を 基 に し た 青 森 営 林 局(1935b)
『 三 陸 植 物 誌 』 に は あ る の で 追 加 し た 。

2. 青 森 営 林 局 (1935a) に イ ノ デ 属 イ タ チ シ ダ と い う 記 載 が あ る が 、 平 凡 社 『 日 本 の 野 生 植 物 ・ シ

ダ 』 に は な い の で 褐 載 し な か っ た 。

3. 同 じ く ホ ソ バ シ ケ シ ダ の 亜 種 と し て コ ウ ラ イ シ ケ シ ダ 、 ク マ ワ ラ ビ の 亜 種 と し て オ オ ク マ

ワ ラ ビ と い う 記 載 が あ る が 、 い ず れ も 上 記 平 凡 社 の 図 鑑 に は な い の で 、 そ れ ぞ れ ホ ソ パ シ

ケ シ ダ 、 ク マ ワ ラ ピ に 含 め た 。

4. 吉 井 • 吉 岡 （1949) に 記 載 の あ る オ オ ヒ カ ゲ ワ ラ ピ 、 オ オ イ ヌ ワ ラ ピ は 平 凡 社 の 図 鑑 に は な い

の で 、 そ れ ぞ れ オ ニ ヒ カ ゲ ワ ラ ピ 、 イ ヌ ワ ラ ピ と し た 。

5. 同 じ く ヒ ロ ハ イ ヌ ワ ラ ピ と い う 記 載 が あ る が 、 平 凡 社 の 図 鑑 に よ れ ば こ の 種 は 屋 久 島 以 北 に

は 分 布 し な い の で 削 除 し た 。

6. 同 じ く イ ワ ヒ メ シ ダ と い う 記 載 が あ る が 、 平 凡 社 の 図 鑑 に は な い の で 削 除 し た 。

7. 雑 種 に つ い て 、 こ の 表 に あ る イ ヌ イ ワ イ タ チ シ ダ は ヤ マ イ タ チ シ ダ と イ ワ イ タ チ シ ダ の 、 ハ

コ ネ シ ケ チ シ ダ は イ ッ ポ ン ワ ラ ビ と シ ケ チ シ ダ の 雑 種 で あ る 。

一 方 、 上 記 し た 四 つ の シ ダ 植 物 リ ス ト の う ち 三 つ 以 上 で 記 載 さ れ て い な
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が ら 、 今 回 の 調 査 で 発 見 で き な か っ た も の は 計5 種 で 、 ハ マ ハ ナ ヤ ス リ 、

ヒ ロ ハ ハ ナ ヤ ス リ 、 ク ジ ャ ク シ ダ 、 オ ウ レ ン シ ダ 、 ク サ ソ テ ツ で あ る 。 こ

の う ち ハ ナ ヤ ス リ の2 種 は 、 見 つ け よ う と か な り の 時 間 を 費 や し た が そ れ

で も 発 見 で き な か っ た こ と か ら 、 す で に 島 か ら 消 滅 し て い る 可 能 性 も 考 え

ら れ る 。 ま た 、 ク サ ソ テ ツ は1982 年 か ら の サ ル 継 続 調 査 の 初 期 の 頃 、 筆

者 は 東 海 岸 の 中 央 部 、 千 畳 敷 一 帯 の 海 岸 道 路 よ り 下 の 険 し い 岩 場 で 何 回 か

目 撃 し て い る し 、 同 時 期 に 植 物 の 調 査 を 行 っ た 小 室 博 義 氏 （ 宮 城 県 気 仙 沼

地 方 振 興 事 務 所 本 吉 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ） も 同 じ 限 ら れ た 地 域 で 間 違 い

な く 目 撃 し て い る （ 私 信 ） 。 に も か か わ ら ず 、 同 地 域 で の 調 査 で 、 当 時 目 撃

し た ゼ ン マ イ に つ い て は 今 回 も 小 さ い 二 つ の 群 生 場 所 を 確 認 で き た が 、 ク

サ ソ テ ツ の 発 見 に は い た ら な か っ た 。 可 能 性 と し て は 、 今 回 未 調 査 の 大 西

崎 か ら 仁 王 崎 に か け て の 太 平 洋 に 面 し た 絶 壁 状 の 岩 場 の ど こ か に 生 育 し

て い る こ と が 考 え ら れ る が 、 そ の 一 帯 の マ ツ 林 が マ ツ ク イ ム シ の 被 害 に あ

っ て 壊 滅 状 態 に な っ て お り 、 そ れ に よ っ て 日 当 た り が 驚 く ほ ど 良 く な っ て

乾 燥 し 、 か つ 岩 場 の 崩 壊 も 進 ん で い る こ と か ら は 、 そ の 可 能 性 は 低 い の で

は な い か と 考 え ら れ る 。

な お 、 島 で 採 集 し た シ ダ 植 物 の 標 本 は す べ て 高 橋 和 吉 氏 の 計 ら い に よ り

東 北 大 学 の 標 本 庫 に 納 め ら れ る 手 筈 に な っ て い る 。

4. シ ダ 植 物 と シ カ と の 関 係

草 食 獣 は シ ダ 植 物 を 食 べ な い （ 岩 槻 編1992) と 一 般 に は 思 わ れ て い る 。 高

槻(1989) は 、 シ ダ 植 物 に は シ カ に と っ て 嗜 好 性 の 低 い も の が 多 い と し 、 当

時 ま で に ニ ホ ン ジ カ 生 息 地 で 確 認 さ れ た 不 嗜 好 植 物 （unpala table plan t )

を リ ス ト ア ッ プ す る 中 で 、 シ ダ 植 物 に つ い て は コ シ ダ 、 ウ ラ ジ ロ 、 ミ ゾ シ

ダ 、 ワ ラ ビ 、 オ ニ ャ プ ソ テ ツ 、 イ ヌ シ ダ な ど17 種 を 挙 げ て い る 。 ま た 、

金 華 山 と 奈 良 公 園 の シ カ の 食 性 比 較 を 行 っ た 高 槻 (1978) は 、 シ ダ 植 物 に は

シ カ の 好 ま な い も の が 多 い よ う だ と し た 上 で 、 代 表 的 不 嗜 好 シ ダ 植 物 と し

て ワ ラ ビ 、 イ ワ ヒ メ ワ ラ ビ 、 オ オ バ ノ イ ノ モ ト ソ ウ 、 ミ ゾ シ ダ を 挙 げ て い

る 。 一 方 で シ カ の 採 食 の 影 響 を 受 け て 減 少 す る 植 物 リ ス ト の 中 に シ ダ 植 物

は1 種 も リ ス ト ア ッ プ さ れ て い な い 。Yosh ioka & Kash imura (1949) は 、 金
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華 山 に は 沢 山 の 種 類 の シ ダ植 物 が 生 育 し 繁 茂 し て い る が 、 そ れ は シ ダ植 物

が シ カ に と っ て 不 嗜 好植 物 だ か ら だ と 述 べ 、 代 表 的 な も の と し て ワ ラ ビ 、

イ ワ ガ ネ ゼ ン マ イ 、 イ ワ ヒ メ ワ ラ ビ 、 イ ノ モ ト ソ ウ 、 ジ ュ ウ モ ン ジ シ ダ 、

メ ヤ プ ソ テ ツ （ 註 ： こ の 種 は 表1 の ど の リ ス ト に も な い ） を 挙 げ て い る 。 金

華 山 で シ カ の 食 性 を 詳 細 に 調 査 し たTaka tsuk i(1980) に よ っ て も 、 調 査 し

た11 地 点 の う ち5 地 点 で シ ダ 植 物 （ イ ワ ヒ メ ワ ラ ビ が3 地 点 、 ワ ラ ビ と ヒ

ロ ハ ハ ナ ヤ ス リ 、 フ ユ ノ ハ ナ ワ ラ ビ が1 地 点 ） の 生 育 が 確 認 さ れ て い る が 、

シ カ は そ れ ら を 食 べ な か っ た と い う 。

こ の よ う な こ と か ら わ か る よ う に 、 金 華 山 の シ ダ植 物 が シ カ と の 関 係 で

こ れ ま で 注 目 さ れ て き た の は 、 シ カ が シ ダ植 物 の ど の 種 を ど の 程度 採 食 す

る か と い う 観 点 で は な く 、 そ の 逆 、 す な わ ち 島 の 開 け た 土 地 の 植 生や林床

植 生 を 特 徴 づ け る ほ ど 大 き な 群 落 を 形成 す る 、 シ カ が 食 べ な い シ ダ植 物 を

含 む 植 物 に つ い て で あ っ た と い え る(Yosh ioka & Kash imural949, 吉 井 • 吉

岡1949, Yosh ioka1950 ， 加 藤1967, 伊藤1975, Taka tsuk i 1977, 高 槻1978, 1989 、

な ど ） 。

し か し 、 シ カ は 間 違 い な く シ ダ植 物 を 食 べ て い る 。 例 え ば 、 シ バ 草 原 が

広 が っ て い る 島 の 北 西 部 の 鹿 山 で フ ン 分 析 に よ る シ カ の 食 物 の 季 節 ご と

の 性 差 を 調 査 し たPadmalal & Takatsuk i(1994) に よ れ ば 、 シ ダ植 物 の フ

ン 内 容 物 に 占 め る 割 合 は2 月 、4 月 、7 月 が1~2% と ご く 少 な い の に 対 し 、

10 月 は 平 均 が7. 3% と 高 く 、 と く に メ ス は10％ 近 い 高 い 値 を 示 し て い る 。

た だ 、 著 者 ら は シ カ に 食 べ ら れ て い る シ ダ植 物 の 種 類 に つ い て は 言 及 し て

い な い 。 鹿 山 は 日 当 た り の 良 い 乾 燥 し た 草 原 で 、 湿 っ た 場 所 を 好 む 多 く の

シ ダ植 物 は 生 育 し て お ら ず 、 そ の よ う な 場 所 を 好 む ワ ラ ビや イ ワ ヒ メ ワ ラ

ビ も 鹿 山 で は 島 の 他 の 場 所 の よ う に 大 き な 群 落 を 形成 し て い な い か ら 、 こ

の と き シ カ は シ ダ植 物 の ど の 種 を 食 べ て い た の だ ろ う か 。

と こ ろ で 、 金 華 山 で 長 年 シ カ の 調 査 を し て い る 研 究 者 に よ れ ば 、1990

年 代 に 広 谷 や 神 社 参 道 の あ る 海岸 斜 面 で 枯 れ 始 め た 状 態 の ワ ラ ビ の 採 食

を し ば し ば 目 撃 し た と い う し （ 大 西 信 正 氏 よ り の 私信 ） 、2008 年6 月 に 灯

台 付 近 の 数 本 の ワ ラ ビ で シ カ の 食 痕 （ 葉柄 の 部 分 ） を 見 た と い う （樋 口 尚 子

氏 よ り の 私信 ） 。 上 記 大 西 氏 か ら の 情 報 は 、Padmalal & Taka tsuk i (1994)
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の 秋 の フ ン に シ ダ植 物 が 多 く 含 ま れ る と い う 結 果 と よ く 符 合 す る 。 し か も

神 社 参 道 は 鹿 山 に 隣接 し て い る （ 図2 参 照 ） 。

筆 者 は 春 の ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク に は 毎 年 サ ル の 出 産 状 況 の 調 査 が て ら

ワ ラ ビ 採 集 に 島 に 入 る の だ が 、 と く に 調 査 小 屋 近 く の 黒 沢 で 、2006 年頃 か

ら 新 芽 に シ カ の 食 痕 が 見 ら れ る よ う に な り 、 昨 年(2009 年） は 一 見 し て そ れ

と わ か る ほ ど 目 立 つ よ う に な っ た 。 ま た 、 ニ ノ 御 殿 か ら 東 へ 下 っ た 遊 歩 道

沿 い の ク ル ミ 林 周 辺 で は 、2008 年 と2009 年 に イ ワ ヒ メ ワ ラ ビ の シ カ に よ

る 食 痕 を 観 察 し て い る 。

こ れ ら ワ ラ ビ や イ ワ ヒ メ ワ ラ ビ と 同 様 の こ と が こ れ ま で シ カ の 不 嗜 好

植 物 と さ れて き た ハ ン ゴ ン ソ ウ や コ バ イ ケ イ （ 伊藤1975, 高 槻1989 な ど ） で

も 起 こ っ て い て 、 ハ ン ゴ ン ソ ウ は2005 年 頃 か ら 食 痕 が 見 ら れ 始 め 、 昨 年

(2009 年） ま で に は 島 中 を 覆 っ て い た ハ ン ゴ ン ソ ウ は 見 る 影 も な い ほ ど に

減 少 し て し ま っ た 。 現 在 は 主 に オ オ バ ヤ シ ャ ブ シ と レ モ ン エ ゴ マ が ハ ン ゴ

ン ソ ウ に と っ て か わ っ て い る 。 コ バ イ ケ イ の 花穂 食 い は2006 年 前 後 か ら

見 ら れ 始 め 、 昨 年 は 島 の 東 斜 面 中 程 に あ る 筆 者 の 知 る 四 つ の コ バ イ ケ イ の

大 き な 群 落 で 、 す べ て の 花 穂 が シ カ に 食 べ 尽 く さ れ た （ 註 ： 上 記 し た す べ

て の 文 献 に は コ バ イ ケ イ と 記 載 さ れ て い る が 、 小 室 博 義 氏 に よ れ ば バ イ ケ

イ ソ ウ の 間 違 い だ と い う ） 。

と こ ろ で 、 こ の よ う に 最 近 に な っ て 食 べ ら れ る よ う に な っ た シ ダ 植 物 で

は な く 、 ず っ と 以 前 か ら シ カ に 食 べ ら れ て い て 、 そ の 結 果 現 在株 数 を 激減

さ せ て し ま っ て い る シ ダ 植 物 も あ る の で は な い か 。 シ ダ植 物 に 対す る シ カ

の 嗜 好 性 を 明 ら か に す る た め に 、 筆 者 は 以 下 の よ う な 判 定 基 準 を 設 け て 、

種 ご と の 分 布 状 況 等 に 関 す る 調 査 を 併せ 行 っ た 。

判 定 基 準 と は 、 そ の シ ダ 植 物 を シ カ が 食 べ な い か(A) 、 食 べ る と 判 断 さ

れ る か(B) に 大 別 し 、 そ れ ぞ れ に つ い て 、A は ① 島 の い た る 所 に 群 生 し て

い て 、 か つ 矮 小 化 も し て い な い も の 。 ② 群 生 し て い る 場 所 は あ ま り な い が

島 の い た る 所 で ご く 普 通 に 見 ら れ 、 か つ 矮 小 化 も し て い な い も の 。 そ の 際 、

シ カ 道 で の シ カ の 踏 み つ け に よ る と 思 わ れ る 矮 小 化 は 除 外 す る 。 ③ 島 の 特

定 の 場所 に 群 生 し て い て 矮Il ヽ 化 も し て い な い も の 。 し か も 群 生 場 所 は シ カ

が 自 由 に 歩 け る こ と 。 ④ そ れ ほ ど 多 く な い が 島 中 に 点 在 し 、 矮 小 化 も し て

-8-



お ら ず 、 シ カ が 食 べ な い と 思 わ れ る も の 。 そ の 際 も シ カ 道 で の 踏 み つ け に

よ る 矮 小 化 は 除 く 。

次 にB は 、 ① 実 際 に 筆 者 が2 回 以 上 シ カ の 採 食 や 食 痕 を 目 撃 し た も の 。

②今 回 の 調 査 で1 ～ 数 株 し か発 見 で き ず 、 し か も ひ ど く 矮 小 化 し て い た も

の 。 ③ シ カ が 近 づ け な い 大 岩 の 垂 直 面 に 限 っ て 、 へ ば り つ く よ う に 生 育 し

て い て 、 矮 小 化 は し て い な い も の 。 ④ 沢 沿 い の 、 シ カ が 接 近 で き る 所 で は

ひ ど く 矮 小 化 し て わ ず か に 見 出 さ れ る が 、 シ カ が 近 づ け な い 石 や岩 が ゴ ロ

ゴ ロ し て い る 所 で は 内 陸 並 み の 大 き さ に 育 っ て い る も の 。 ⑤ シ カ が 近 づ け

な い 沢 の 切 り 立 っ た 土 の 面 や が け 崩 れ を 起 こ し た 垂 直 に 近 い 土 の 面 や 道

路 の 山 手 側 の 土 の 面 に の み 生 育 し て い る も の 。 し か し 矮 小 化 し て い る 。 ⑥

絶 壁 状 の 海 岸 岩 場 の 、 シ カ が け っ し て 接 近 で き な い 所 で の み 生 育 し て い る

も の 。 矮 小 化 は し て い な い 。 ⑦ シ カ が 首 を 突 っ 込 む こ と の で き な い 岩 の 隙

間 や 洞 や 石 の 積 み 重 な っ た 間 に 生 育 し て い る も の 。 か な り 矮 小 化 し て い る

も の が 多 か っ た が 、 こ の 矮 小 化 は シ カ の 食圧 と い う よ り む し ろ 土壌 や 日 照

条 件 に よ る と 思 わ れ る 。 ⑧ シ カ の 背 が け っ し て 届 か な い 樹 上 に の み 着 生 し

て い る も の 。

以 上 のA の ① ～ ④ とB の ① ～ ⑧ に つ い て 、 シ ダ植 物 の 観 察 結 果 を 表2 に

ま と め た 。 こ の よ う な 判 定 基 準 を 筆 者 が 設 け た の は 、 島 で は シ カ の 好 む サ

サ 類 が シ カ の 接 近 で き な い 場所 に 限 っ て 見 ら れ 、 し か も そ こ で は 内 陸 部 と

同 じ 背 丈 ま で 伸 び 、 か つ 密 生 し て い る こ と が 大 き な ヒ ン ト に な っ て い る 。

例 え ば 、 開 天 台 の 頂 の 大 岩 の 隙 間 な ど に 特 徴 的 に 見 ら れ る ス ズ タ ケ の 群 生

が そ う で あ る 。

と こ ろ で 、 夏 場 は 林床 部 に 草本 類 や 灌 木 類 が 葉 を び っ し り 茂 ら せ て い る

が 、 冬 場 は そ れ ら が 枯 れ た り 葉 を 落 と し た り し て 緑 が 山 か ら ほ と ん ど 消 え

て し ま う た め 、 シ カ の シ ダ 植 物 へ の 嗜 好性 に つ い て は 、 種 ご と に 夏 緑性 か

常 緑性 か 冬 緑性 か の 区 別 を し て お く こ と が 必 要 だ ろ う 。 常 緑 性 か 冬 緑性 だ

と 冬 場 シ カ に 発 見 さ れや す い し 、 か つ 緑 の な い 中 で の 常 緑性 や 冬 緑性 の シ

ダ 植 物 へ は シ カ の 嗜 好 が 夏 緑性 の シ ダ植 物 よ り 向 く 可 能 性 が あ る か ら で

あ る 。

な お 、 表2 に は リ ス ト ア ッ プ さ れ て い な い 、 す な わ ち 青 森 営 林 局(1935a) 、
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藤 田(1969) 、 須 田 • 井 上(1991) 、 宮 城 植 物 の 会 ほ か(2001) の い ず れ か に 記

載 が あ る も 今 回 の 調 査 で は 採 取 で き な っ た 種 に つ い て は 、 発 見 で き な か っ

た と い う 事 実 や 近 縁 種 が 採 食 さ れ て い る こ と か ら し て 、 と く に ハ マ ハ ナ ヤ

ス リ 、 ヒ ロ ハ ハ ナ ヤ ス リ 、 ナ ツ ノ ハ ナ ワ ラ ビ 、 ク サ ソ テ ツ 、 オ ウ レ ン シ ダ 、

ク ジ ャ ク シ ダ 、 オ サ シ ダ 、 コ ウ ャ ワ ラ ビ な ど は シ カ が 食 す る の で は な い か

と 考 え ら れ る 。

表2. 金 華 山 の シ ダ 植 物 と シ カ の 嗜 好 性

種 名 シ カ の 堵 好性 種 名 シ カ の 堵 好 性

ス ギ ナ

゜
イ ワ イ タ チ シ ダ

゜ア カ ハ ナ ワ ラ ピ

゜
イ ヌ イ ワ イ タ チ シ ダ （ 雑 種 ）

フ ユ ノ ハ ナ ワ ラ ビ

゜
ミ ゾ シ ダ X

ヤ マ ハ ナ ワ フ ヒ，

゜
ゲ ジ ゲ ジ シ ダ

゜ナ ガ ホ ノ ナ ツ ノ ハ ナ ワ ラ ビ

゜
ヒ メ ワ ラ ビ X

ゼ ン マ イ

゜
ヒ メ シ ダ

コ ケ シ ノ ブ ハ リ ガ ネ ワ ラ ピ X
ウ チ ワ ゴ ケ ア オ ハ リ ガ ネ ワ ラ ピ （ 亜 種 ） X
イ ヌ シ ダ

゜
イ ヌ ガ ン ソ ク

゜イ ワ ヒ メ ワ ラ ビ X フ ク ロ シ ダ

゜ワ ラ ビ X ヘ ピ ノ ネ ゴ ザ

゜シ ノ プ

゜
ヤ マ イ ヌ ワ ラ ピ

イ ワ ガ ネ ゼ ン マ イ X イ ヌ ワ ラ ビ

オ オ パ ノ イ ノ モ ト ソ ウ X イ ッ ポ ン ワ ラ ピ

イ ノ モ ト ソ ウ

゜
ハ コ ネ シ ケ チ シ ダ （ 雑 種 ）

イ ワ ト ラ ノ オ

゜
ミ ド リ ワ ラ ビ

ト ラ ノ オ シ ダ

゜
コ ウ ラ イ イ ヌ ワ ラ ビ

シ シ ガ シ ラ

゜
ハ ク モ ウ イ ノ デ

ォ ー ャ プ ソ テ ッ 。 ホ ソ パ シ ケ シ ダ X
ジ ュ ウ モ ン ジ シ ダ

゜
シ ケ シ ダ X

ツ ヤ ナ シ イ ノ デ

゜
オ ニ ヒ カ ゲ ワ ラ ピ X

ホ ソ パ ナ ラ イ シ ダ ビ ロ ー ド シ ダ

゜リ ョ ウ メ ン シ ダ

゜
ヒ メ ノ キ シ ノ ブ

゜ク マ ワ ラ ビ

゜
ノ キ シ ノ ブ

゜ミ ヤ マ イ タ チ シ ダ

゜
マ メ ヅ タ

゜ミ サ キ カ グ マ

゜
ミ ッ デ ウ ラ ポ シ

゜ヤ マ イ タ チ シ ダ

゜註 ． シ カ の 弔 好 性 に つ い て 本 文 中 に 述 ぺ た 判 定 基 準 に よ り 以 下 の 評 価 を 行 っ た 。 な お 、 ワ ラ ピ 、

イ ワ ヒ メ ワ ラ ビ に つ い て は 本 文 中 に 述 べ た よ う に 最 近 採 食 す る よ う に な っ た が 、 今 も ま だ 島

中 に 群 生 し て い る こ と か ら 不 嗜 好 シ ダ 植 物 の 仲 間 に 入 れ た 。

〇 ： 食 す る シ ダ 植 物

X ： 食 さ な い シ ダ 植 物 （ 不 嗜 好 シ ダ 植 物 ）

無 印 ： 判 定 が 十 分 で き な か っ た シ ダ 植 物
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5. シ ダ 植 物 と サ ル と の 関 係

表1 に 示 し た シ ダ 植 物 の う ち 、 島 の サ ル が 採 食 し て い た の は2 種 の み で

あ る 。

1 種 は オ ニ ャ ブ ソ テ ツ で 、 こ の シ ダ は 絶 壁 状 に な っ た 磯 の 岩 場 の 、 沢 が

海 に 流 入 す る 所 や 水 が 浸 み 出 し て い る 所 に も っ ぱ ら 生 育 し て い る 。 サ ル は

冬 期 間 の と く に2 月 か ら3 月 に か け て 、 山 の 食 物 が 乏 し く な る 時 期 、 頻 繁

に 磯 に 降 り て 海 藻 類 や 貝 類 を 漁 る の だ が 、 磯 で の 長 い 採 食 や 休 息 を 終 え て

山 に 引 き 上 げ る 際 に は よ く 水 を 飲 む 。 こ の と き 、 ま れ に1 頭 な い し2~3

頭 が つ ま み 食 い 程 度 に オ ニ ャ ブ ソ テ ツ の 小 葉 （ 羽 片 ） を1～ 数 枚 口 に す る 。

筆 者 は こ れ ま で に4 回 、B2 群 とD 群 （ 図l 参 照 ） で 目 撃 し て い る 。 そ れ ら

す べ て は オ ト ナ か ワ カ モ ノ で 、 コ ド モ の 採 食 は 見 て い な い 。

こ の オ ニ ャ プ ソ テ ツ の 採 食 は 、 サ ル が 磯 か ら 引 き 上 げ て い く 際 に 通 る 海

岸 マ ツ 林 の マ ツ の 木 に 絡 み つ く 常 緑 の ス イ カ ヅ ラ や テ イ カ カ ヅ ラ 、 キ ヅ タ

の 葉 の 集 中 食 い （ 伊 沢2004a, b) と 、 す な わ ち 繊 維 質 の 多 い 植 物 の 摂 取 と 関

係 す る の か も し れ な い 。

も う1 種 は ヒ メ ノ キ シ ノ プ で 、 こ の シ ダ は モ ミ な ど の 大 木 の 枝 や 幹 に 着

生 し て い る こ と が 多 い 。 ヒ メ ノ キ シ ノ プ の 採 食 は こ れ ま で 全 く 記 録 さ れ て

こ な か っ た が 、 そ の 採 食 が2009 年3 月 に 初 め て 観 察 さ れ た 。 群 れ は 島 の

中 央 部 に 遊 動 域 を も つB1 群 とB2 群 （ 図1 参 照 ） で 、 群 れ の か な り の サ ル た

ち が 食 べ て い た （ 風 張 喜 子 氏 と 関 健 太 郎 氏 よ り の 私 信 ） 。

表l に 示 し た シ ダ 植 物 の 中 に は 、 サ ル の 食 物 と し て オ ニ ャ プ ソ テ ツ や ヒ

メ ノ キ シ ノ プ よ り も 好 ま し い の で は な い か と 思 わ れ シ カ も 食 べ る と 判 断

さ れ た 、 葉 質 の 柔 ら か い ジ ュ ウ モ ン ジ シ ダ （ 雪 国 の ヤ マ ド リ に と っ て 冬 期

間 の 主 要 食 物 の 一 つ ） や リ ョ ウ メ ン シ ダ 等 が 沢 筋 に 見 ら れ る が 、 上 記2 種

以 外 の シ ダ 植 物 食 い は 、 こ れ ま で の サ ル の 食 物 に 関 す る 詳 細 な 調 査 （ 伊

沢 ・ 小 室1993, 中 川1997 ， 伊 沢2004a, b な ど ） に よ っ て も 全 く 観 察 さ れ て い

なV ヽ0

6. ニ ホ ン ザ ル の シ ダ 植 物 食 い に つ い て

こ れ ま で60 余 年 に わ た っ て 、 日 本 各 地 で ニ ホ ン ザ ル の 食： 物 に 関 す る 調
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査 が な さ れ て き た 。

NPO 法人 ニ ホ ン ザ ル フ ィ ー ル ド ス テ ー シ ョ ン(2010) は ホ ー ム ペ ー ジ 上 で 、

そ れ ら の う ち 青 森 県 下 北 半 島 、 宮 城 県 金 華 山 、 福 島 県 吾 妻 山 、 千 葉 県 房 総

半 島 、 東 京 都 奥 多 摩 、 神 奈 川 県 湯 河 原 ・ 小 田 原 、 山 梨 県 鳳凰 山 、 長 野 県 志

賀 高 原 ・ 北 ア ル プ ス ・ 上 高 地 、 愛 知 県 額 田 、 富 山 県 後 立 山 、 京 都 府 嵐 山 、

大 阪 府 箕 面 、 岡 山 県 臥 牛 山 、 福 岡 県 香 春 岳 、 大 分 県 高 崎 山 、 鹿 児 島 県 屋 久

島 の サ ル の 食 物 に つ い て 、 文 献 か ら 「 全 国 野 生 ニ ホ ン ザ ル の 食 物 リ ス ト 」

と し て 一 覧 表 に 整 理 し 公 開 し て い る が 、 そ こ に リ ス ト ア ッ プ さ れ て い る シ

ダ植 物 は 、 下 北 半 島 が ス ギ ナ と 種 不 明 の も う 一 種 、 房 総 半 島 が イ ワ ガ ネ ソ

ウ 、 ウ ラ ジ ロ 、 コ シ ダ 、 コ モ チ シ ダ 、 ホ シ ダ 、 ワ ラ ビ 、 志 賀 高 原 が ス ギ ナ 、

嵐 山 が オ シ ダ 、 ス ギ ナ 、 屋 久 島 が コ シ ダ 、 ヒ ト ッ パ で あ る 。 た だ 、 い ず れ

の 地 域 の シ ダ 植 物 も サ ル が い つ の 時 期 に ど の 程 度 好 ん で 食 べ て い た か の

記 載 は な い 。 ま た 、 ニ ホ ン ザ ル の 分 布 域 の 中 で シ ダ 植 物 が よ り 繁 茂 し て い

る 亜 熟 帯 気 候 の 屋 久 島 低 林 地 で は 、 上記2 種 の ほ か に ウ ラ ジ ロ 、 タ マ シ ダ 、

オ オ タ ニ ワ タ リ も 季 節 的 に は か な り 好 ん で 食 べ る と い う （ 揚 妻 直 樹 氏 よ り

の 私 信 ） 。

小 豆 島 で 捕 獲 さ れ 広 島 県 宮 島 に 観 光 目 的 で 放 飼 さ れ た サ ル は 、 あ る 冬 に 、

そ れ ま で 全 く 見 向 き も し な か っ た 山 頂 の 餌 場 周 囲 に 繁 茂 す る イ ワ ヒ メ ワ

ラ ビ を 突 如 集 中 的 に 食 べ 始 め 、 あ っ と い う 間 に そ の 群 落 を 消 滅 さ せ た と い

う （ 金 井 塚1998) 。 ま た 金 井 塚(1998) に よ れ ば 、 宮 島 で は ほ か に 、 日 当 た

り の 良 い 斜 面 に 生 育 す る ウ ラ ジ ロ と コ シ ダ を 、 日 向 ぽ っ こ の つ い で の よ う

に つ ま み 食 い す る こ と は あ る が 、 ヒ ト ツ バ や マ メ ヅ タ は 食 べ な い と い う 。

雪 国 で は 、 常 緑 性 の シ ダ は 雪 に 埋 も れ て 冬 期 間 姿 を 見 せ な い こ と が 多 い

が 、 そ れ で も 絶 壁 状 の 岩 場 で は 雪 が 崩 れ 落 ち た あ と な ど で よ く 見 か け る 。

石 川 県 白 山 北 部 山 域 の サ ル に つ い て 筆 者 は こ れ ま で 毎 年2 月 の 積 雪 期 に 継

続 調 査 を 実 施 し て い る が 、2008 年2 月 下 旬 の 調 査 で1 歳 の コ ド モ が ミ ヤ

マ イ タ チ シ ダ を 食 べ る の を 観 察 し た 。 下 北 半 島 南 西 部 の サ ル で は 、 前 述 の

ス ギ ナ は 春 に （ 胞 子 葉 で あ る ツ ク シ は 食 べ な い ） 、 種 名 の わ か ら な い シ ダ植

物 は 春 と 秋 と 冬 に 、 つ ま み 食 い 程 度 に 採 食 す る の が 観 察 さ れ て い る （ 下 北

半 島 の サ ル 調 査 会1999) 。
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ま だ 日 本 列 島 の ニ ホ ン ザ ル 分 布 域 の す べ て に つ い て 、 シ ダ 植 物 食 い の 実

態 に 関 す る 情 報 収 集 を 行 っ て は い な い が 、 そ れ で も 、 屋 久 島 を 除 い て は 、

シ ダ 植 物 は ニ ホ ン ザ ル に と っ て そ れ ほ ど 口 に す る 対 象 に は な っ て い な い

と い う こ と は で き る だ ろ う 。
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金 華 山C1 群 の サ ル の 生 態

宮 城 の サ ル 調 査 会 三 木 清 雅

1. は じ め に

金 華 山 に は 現 在 野 生 ニ ホ ン ザ ル が6 群(A, B I, B 2• C I, C 2• D 群 ） 生 息 し

て い る 。 そ の う ちC1 群 は1992 年 秋 にC 群 の 分 裂 に よ っ て 誕 生 し た 群 れ で

あ る （ 伊 沢1995) 。C ， 群 は 分 裂 直 後 の 調 査 と （ 伊 沢1995) 、1982 年 か ら 毎

年 秋 と 冬 に 行 な わ れ て い る 個 体 数 の 一 斉 調 査 時 を 除 い て 、 他 の5 群 と は 異

な り 集 中 調 査 や 長 期 継 続 調 査 は こ れ ま で 一 度 も な さ れ て 来 な か っ た 。 し た

が っ て 、 時 期 ご と の 食 物 や 遊 動 域 な ど 生 態 学 的 デ ー タ が 著 し く 不 足 し て い

る 。 人 に 対 す る 誓 戒 心 も 非 常 に 強 い 群 れ で あ る 。

箪 者 はC ， 群 の 調 査 を2005 年 か ら 始 め 、4 年 目 の2008 年 に は 帝 京 科 学

大 学 ア ニ マ ル サ イ エ ン ス 学 科 の 卒 業 研 究 と し て 通 年 調 査 を 実 施 し た 。 本 稿

で は2008 年 に 収 集 し た デ ー タ を 中 心 に 、cl 群 の 生 態 学 的 特 徴 を 明 ら か に

す る 。

2. C1 群 の 由 来

c 群 の 分 裂 の 過 程 は 伊 沢(1995) に 詳 し い 。 要 約 す る と 、 当 時C 群 は50

頭 ほ ど の 群 れ で 、 群 れ の メ ン バ ー の 中 に あ る 程 度 人 馴 れ し た サ ル と 、 そ う

で な い サ ル が い た 。C 群 は 島 の 北 部 （ 図l) に 遊 動 域 を 構 え て い た が 、 遊 動

域 の 西 側 に は 黄 金 山 神 社 が あ り 、 参 拝 客 や 観 光 客 が 年 間 を 通 し て 頻 繁 に 訪

れ る し 、 シ カ が 多 数 生 息 し 見 通 し の よ い シ バ 地 （ 鹿 山 と い う 地 名 で 呼 ば れ

て い る ） が 広 が っ て い る 。 一 方 、 遊 動 域 の 東 側 （ 島 の 北 東 部 ） に は 遊 歩 道 す

ら な く 、 人 の 全 く 訪 れ な い 地 域 で あ る 。 そ の よ う な 状 況 の 中 で 、 人 に よ く

出 会 う 遊 動 域 の よ り 西 側 を 頻 繁 に 使 う 集 団 と 、 人 を 恐 れ て そ の 地 域 を 利 用

し た が ら な い 集 団 と が 生 じ 、 そ の 結 果 そ れ ま で の 遊 動 域 を 東 西 に2 分 す る

形 でC 群 は 分 裂 し た （ 図2) 。 こ の 分 裂 で 東 側 を 新 た な 遊 動 域 に し た 群 れ が

C1 群 で あ る 。 筆 者 が 調 査 を 開 始 し た 当 初 も 、Cl 群 は 人 を 見 た ら す ぐ に

姿 を く ら ま せ て し ま う 群 れ だ っ た 。
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図2. C 1 群 とC2 群 の 主 遊 動 域
（ 伊 沢1995 か ら 引 用 ）

3. C1 群 の 人 馴 れ 程 度 の 変 化

2005 年 か ら2007 年 ま で は 、 ご く 断 続 的 に し か調 査 で き な か っ た た め 、

サ ル の 筆 者 へ の 警 戒 心 を 解 く こ と が で き ず 、 筆 者 の 姿 を 見 つ け る や 一 瞬 に

し て そ の 場 か ら 立 ち 去 っ て し ま う 状 態 が 続 い た 。 そ れ が2008 年 の 調 査 で

は 、 徐 々 に 人 馴 れ が 進 み 、 調 査 終盤 の11 月 に は 筆 者 か ら15 メ ー ト ル ほ ど

し か 離 れ て い な く て も 、 群 れ の ほ と ん ど の 個 体 が そ の 場 所 で 踏 み 留 ま る よ

う に な っ た 。 採 食 や グ ル ー ミ ン グ の 観 察 も で き る よ う に な っ た 。

2005 年 か ら2007 年 ま で は 群 れ に 出 会 う と す ぐ に 、 一 般 に は 菩 戒 音 と 呼
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ば れ て い る よ く 透 る ＜ ギ ャ ン 〉 と い う 音 声 が 聞 か れ た が 、2008 年 の 人 馴 れ

が 徐 々 に 進 展 し て い く 中 で そ の 音 声 の 聞 か れ る 頻 度 は 少 な く な っ た 。 ま た 、

音 声 を 発 す る 個 体 も 変 わ っ て い っ た 。 す な わ ち 、 初 め の 頃 は き ま っ て オ ト

ナ オ ス が 発 し て い た が 、8 月 頃 か ら は 子 持 ち の メ ス が 主 に 発 声 す る よ う に

な っ た 。 そ し て 、11 月 に は 筆 者 が 不 用 意 な 接 近 を し な い 限 り こ の 音 声 を

発 す る 個 体 は い な く な っ た 。

4. 心 群 の 遊 動 域 の 地 形 と 植 生

宮 城 の サ ル 調 査 会 所 有 の 「 日 々 の 記 録 」 を 点 検 し た 限 り で は 、CI 群 の

遊 動 域 はC 群 の 分 裂 直 後 の1992 年 か ら 現 在 ま で ほ と ん ど 変 わ っ て い な い 。

遊 動 域 に 山 頂 は 含 ま れ ず 、 ニ セ ヘ ン グ レ の300 メ ー ト ル 付 近 が 遊 動 域 内 で

最 も 標 商 の 高 い と こ ろ で あ る 。 標 高 お よ そ200 メ ー ト ル 以 上 で は プ ナ が 多

く 見 ら れ 、 そ れ 以 下 で は ケ ヤ キ や シ デ 類 な ど の 落 葉 樹 と モ ミ な ど の 針 葉 樹

の 混 交 林 が 多 く 見 ら れ る 。 ま た 、 ス ギ や マ ツ な ど が 植 林 さ れ て お り 、 と く

に 大 平 沢 の 下 流 域 に は 大 き な ス ギ 植 林 地 が み ら れ 、 海 岸 沿 い に は マ ツ 植 林

地 が ず っ と 続 く が 、 大 函 崎 か ら 賽 ノ 河 原 に か け て が と く に 厚 い 。

5. C 1 群 の 時 期 ご と の 主 要 食 物 と 利 用 地 域

群 れ の 食 物 は 調 査 し た 時 期 ご と に 異 な り 、 そ れ に 伴 っ て 利 用 す る 土 地 も

変 化 し た 。 図3 は2008 年 の 調 査 期 間 ご と の 土 地 利 用 状 況 を100 メ ー ト ル

X 100 メ ー ト ル の グ リ ッ ド で 示 し た も の で あ る 。

4 月 ～6 月 は 、 ま だ 人 馴 れ が 進 ん で お ら ず 、 長 時 間 の 追 尾 は で き な か っ

た が 、 磯 か ら ヘ ン グ レ 周 辺 ま で の 広 域 を 利 用 し 、 プ ナ や カ マ ッ カ の 花 や 海

藻 類 を 食 べ て い た 。

7 月 ～8 月 は 、 黄 金 崎 周 辺 の 磯 と 大 平 沢 流 域 を 往 復 す る 移 動 パ タ ー ン が

繰 り 返 し 観 察 さ れ た 。 す な わ ち 、 朝 に 黄 金 崎 に 行 き 昼 過 ぎ ま で 磯 で 海 藻 類

を 食 べ た り 近 く の マ ツ 林 で 休 息 、 そ の 後 大 平 沢 沿 い に 登 り な が ら 主 に キ ノ

コ を 採 食 す る と い う パ タ ー ン で あ る 。 大 平 沢 沿 い は 落 葉 樹 と 針 葉 樹 の 混 交

林 が 広 域 を 占 め て い て 林 床 に あ ま り 日 が 差 さ な い 。 ま た 細 か い 起 状 の 多 い

地 形 を し て い る 。 し た が っ て 、 そ こ は 金 華 山 の 他 地 域 に 比 べ 湿 気 が 高 く キ
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4 月 ～6 月(13) 7 月 ～8 月(22)

9 月(9) 10 月(8)

11 月(10)

~:I 回 利 用

四 ：2 回 利 用

a: 3 回 以 上 利 用

図3. 2008 年 の 時 期 ご と の 土 地 利 用

（ カ ッ コ 内 は 観 察 日 数 ）
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ノ コ の 生 え や す い 環 境 だ と い え る 。

9 月 は 、 標 商 約250 メ ー ト ル の ヘ ン グ レ 一 帯 を 集 中 的 に 利 用 し て い た 。

そ こ に は 遊 動 域 内 で も プ ナ が 高 密 度 に 生 育 し 、 サ ル は そ の 実 を 集 中 的 に 採

食 し て い た 。 ま た 、 ヘ ン グ レ 沢 の 沢 沿 い に 多 く み ら れ る ヤ マ ボ ウ シ の 実 や

大 平 沢 下 流 域 に 多 い オ ニ グ ル ミ の 実 も 好 ん で 食 べ て い た 。

10 月 は 、 こ の 年 は ブ ナ の 実 が あ ま り 稔 ら な か っ た こ と で 、 ブ ナ の 実 食

い は す で に 終 わ り 、 大 平 沢 で オ ニ グ ル ミ の 実 を 採 食 す る こ と が 多 か っ た 。

し た が っ て 利 用 し て い た 土 地 は 非 常 に 狭 い 。C1 群 は そ こ で オ ニ グ ル ミ の

実 以 外 に 、 ク マ ノ ミ ズ キ の 実 や ケ ヤ キ 、 コ ナ ラ の 実 を 食 べ て い た 。

11 月 は 、 ヘ ン グ レ か ら 小 函 崎 に 向 か っ て 伸 ぴ る 尾 根 を 頻 繁 に 利 用 し て

い た 。 こ の 尾 根 筋 に は ガ マ ズ ミ が 多 く 、 ノ イ バ ラ も 多 い 。Cl 群 は こ れ ら

の 赤 く 熟 れ た 実 を 主 に 食 べ て い た 。 ま た ケ ヤ キ や オ ニ グ ル ミ の 落 果 も10

月 と 同 様 に 好 ん で 食 べ て い た が 、11 月 以 前 に は ほ と ん ど 利 用 し な か っ た

ク ル ミ 沢 を オ ニ グ ル ミ の 実 を 求 め て よ く 利 用 し た 。

6. 群 れ の 占 有 域

占 有 域 と は1 群 の み が 利 用 す る 土 地 を い う 。 金 華 山 は 約10 平 方 キ ロ メ

ー ト ル と 小 さ い 島 で あ り な が ら6 群 が 生 息 し て い て 、 各 群 れ の 遊 動 域 は 他

群 と 大 幅 に 重 複 し て い る 。 長 年 に わ た っ て 群 れ の 遊 動 域 は 大 幅 に は 変 わ る

こ と は な い が 、 そ れ で も 、 例 え ば2008 年 初 春 にA 群 は 仁 王 崎 ま で を 利 用

す る よ う に な っ た し 、D 群 は 夏 に 山 頂 を 越 え て さ ら に 北 を 利 用 す る よ う に

な っ た と い う よ う な 変 化 は あ る 。 図4 に は 宮 城 の サ ル 調 査 会 所 有 の 資 料 を

も と に6 群 の こ こ4 年 間(2005 年 ～2008 年 ） の 遊 動 域 と 占 有 域 及 び3 群 以

上 が 利 用 し て い る 地 域 と を 示 し た 。 こ の 図 か ら わ か る よ う に 占 有 域 を 持 つ

の はC1 群 とD 群 の み で あ る 。

C1 群 の 占 有 域 利 用 に つ い て は 、 西 側 半 分 は ガ マ ズ ミ や ノ イ バ ラ な ど サ

ル が 好 ん で 採 食 す る 植 物 が 多 く 、11 月 に 頻 繁 に 利 用 し た(5 章 参 照 ） 。 東 側

半 分 は マ ツ 林 と 賽 ノ 河 原 一 帯 の 岩 場 で あ り 、 稀 に し か 利 用 し な い 。

-20-



C2群

A群

に ： 占 有 域

ビ ：3 駐以上が 利 用 し て い る 地域

D 群

図4. 6 群 の 避 動 域(2005 年 ～2008 年 ） と 群 れ の 占 有 域
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図5. C1 群 の 個 体 数 の 変 化(1995 年 度 ～2007 年 度 ）

-21_



7. 個 体 数 の 変 化

C1 群 の 個 体 数 の 変 化 に つ い て 検 討 す る に は 、 筆 者 が 行 っ た4 年 間 の デ

ー タ だ け で は 短 す ぎ る 。 そ こ で 宮 城 の サ ル 調 査 会 が 行 っ た 過 去 の デ ー タ を

加 え 、1995 年 ～2007 年 の13 年 間 に つ い て 見 る こ と に す る （ 図5) 。 個 体 数

は 年 度 末 の3 月 下 旬 に カ ウ ン ト す る の が 望 ま し い こ と か ら （ 伊 沢2000) 、

こ こ で も 翌 年3 月 下 旬 の 個 体 数 を そ の 年 の 個 体 数 と し た 。 図5 か ら 分 か る

よ う に 、CI 群 の 個 体 数 は 、 増 加 し て い る 年 も あ る が 、 全 体 的 に は 徐 々 に

減 少 し て い る 。

8. 群 れ の 構 成

CI 群 の 構 成 に つ い て 、2008 年3 月 と11 月 に 実 施 さ れ た 宮 城 の サ ル 調

査 会 の 一 斉 調 査 結 果 と 筆 者 が8 月 に 確 認 し た デ ー タ を 表l に 示 し た 。 年 齢

は4 月1 日 を 起 点 に 満 年 齢 で 数 え る た め3 月 と8 月 と で は1 歳 異 な る 。 表

1 の8 月 と11 月 の 構 成 を 比 較 す る と 、 オ ト ナ メ ス2 頭 と ア カ ン ボ ウ1 頭

が 減 っ て い る 。 筆 者 は こ の3 頭 を9 月18 日 ま で は 確 認 し た が 、 調 査 を 一

表 1. 2008 年 のC1 群 の 構 成

年 齢 区 分 性 別 3 月 8 月 II 月

オ ス 2 2 3
オ ト ナ

メ ス 6 7 5

ワ カ モ ノ オ ス I l I

(5~6 歳 ） メ ス 2 I I

オ ス

゜
I I

4 歳
メ ス I I I

オ ス I

゜ ゜3 歳
メ ス I I I

オ ス

゜
I I

2 牧
メ ス I I I

オ ス I

゜ ゜1 歳
メ ス I I I

オ ス

゜
3 2

ア カ ン ポ ウ
メ ス I

゜ ゜J ~ 18 20 18
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時 中 断 後 に 再 開 し た10 月13 日 以 降 は 一 度 も 姿 を 見 て い な い 。 す で に 交 尾

期 が 始 ま っ て い た の で 、 交 尾 期 特 有 の オ ス の 攻 撃 （ 伊 沢 • 佐 藤2004, 伊 沢

ほ か2008) に よ っ て 死 亡 し た 可 能 性 が 高 い 。 一 方 で オ ト ナ オ ス は1 頭 増 え

て い る が 、 こ の オ ス は8 月 ま で は 追 随 オ ス で あ っ た が 、10 月 か ら は メ ス

と グ ル ー ミ ン グ を し て い る の を 頻 繁 に 観 察 で き る よ う に な っ た こ と で 群

れ オ ス に 加 え た 。

9. 隣 接 群 と の 遭 遇 と 接 近

CI 群 はBI, B 2, C 2 群 と 遊 動 域 を 重 複 さ せ て い る 。 そ の う ちB1 群 と の

遭 遇 は ヘ ン グ レ で1 回 、8 月2 日 に 観 察 し た 。 そ の 時 、 両 群 は 尾 根 を は さ

ん で 両 側 の 樹 上 に い て 、C1 群 の オ ト ナ オ ス1 頭 が く ガ ガ ガ ッ 〉 と い う 音 声

を 伴 う 木 揺 す り を2 分 間 隔 で3 度 行 っ た 。 そ の10 分 後 に 、2 頭 の オ ト ナ

オ ス がCI 群 の 方 に 走 っ て き た 。 そ れ を 見 て 群 れ は 一 目 散 に 逃 げ た 。 こ の

2 頭 がB1 群 の 群 れ オ ス か 追 随 オ ス か は 不 明 で あ る 。

分 裂 し た も う 片 方 のC2 群 と は 接 近 す る こ と す ら な く 、 か つ てC2 群 を

調 査 し て い た 牛 坂(1999) は 接 近 し た 状 態 を 一 度 も 観 察 し て い な い し 、2002

年 か ら 現 在 ま で 継 続 し てC2 群 を 調 査 し て い る 調 査 員 もCI 群 と の 遭 遇 を

全 く 見 て い な い （ 川 添 達 朗 氏 の 私 信 ） 。 筆 者 も2 群 の 遭 遇 は 観 察 し て い な い

が 、 一 度 だ け 両 群 が ご く 接 近 し た の を10 月22 日 に 観 察 し た 。 そ の 時 両 群

は 尾 根 を 挟 ん だ 両 側 に い て 、 互 い に 姿 は 見 え な い と 思 わ れ る が 、CI 群 の

サ ル に 落 ち 着 き が な く 、C2 群 の い る 方 か ら く ギ ャ ー ギ ャ ー 〉 と い う 悲 鳴 が

聞 こ え る と オ ト ナ オ ス が 興 奮 し て メ ス や コ ド モ を 追 い 回 す こ と が 数 回 あ

っ た 。 し か し 両 群 と も 互 い の 見 え る 尾 根 に は 登 ら ず 、1 時 間 ほ ど し てC I

群 はC2 群 が い る の と は 反 対 方 向 に ゆ っ く り 移 動 し た 。

B2 群 は ご く 稀 にCI 群 の 遊 動 域 内 を 利 用 す る が 、 筆 者 は 接 近 や 遭 遇 は

観 察 し て い な い 。
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金 華 山B1 群 で 観 察 さ れ た 揺 さ 揺 さ 行 動

京 都 大 学 理 学 部 人 類 進 化 論 研 究 室 伊 左 治 美 奈

1. は じ め に

筆 者 は 帝 京 科 学 大 学 ア ニ マ ル サ イ エ ン ス 学 科 の 学 生 だ っ た 昨 年 度 ま で

の2 年 間 、 金 華 山 でB1 群 の 調 査 を 行 っ て き た 。 こ こ で は そ の 間 に 観 察 さ

れ た 揺 さ 揺 さ 行 動 に つ い て ま と め る 。 揺 さ 揺 さ 行 動 と は 、 あ る 個 体 が 他 の

個 体 に 、 な い し 両 者 が 互 い に 接 近 し て い き 、2 個 体 が 向 き 合 っ た 姿 勢 で 抱

き つ き 、 抱 き 合 っ た 状 態 の ま ま 体 を 前 後 に 数 回 揺 す り 合 う と い う 行 動 で あ

る 。 調 査 期 間 は2008 年5 月 か ら2009 年12 月 に か け て の198 日 で 、 群 れ

の 構 成 に つ い て は 年 齢 区 分 別 に こ の 行 動 を 検 討 す る た め 、2008 年 度 と2009

年 度 の 両 方 を 以 下 に 示 し た 。 な お 、 コ ド モ に つ い て は3~4 歳 を 年 長 、1

~2 歳 を 年 少 と 細 区 分 し た 。 調 査 期 間 中 の 揺 さ 揺 さ 行 動 の 観 察 例 は48 回

で あ る 。 そ の う ち 体 を 揺 す り 合 う 時 に リ ッ プ ・ ス マ ッ キ ン グ を す る こ と が

35 回 あ っ た 。

表 1. BI 群 の 構 成

(a) 2008 年 度 の 構 成

性 ・ 年齢 頓故 備 考
オ ト ナ ・ オ ス 1
ワ カ モ ノ ・ オ ス l 5歳 群れ生 ま れ ．
オ ト ナ ・ メ ス 12
ワ カ モ ノ ・ メ ス 1 5歳
コ ドモ 4歳 2 オ ス1 頭 · メ ス1頭

3歳 2 オ ス1頭 ・ メ ス1 頭
2歳 5 オ ス3頭 ・ メ ス2頭

ア カ ン ボ ウ 0歳 10 オ ス4頭 ・ メ ス6頭

(b) 2009 年 度 の 構 成

性 ・ 年齢 頭数 備 考

オ ト ナ ・ オ ス 3
ワ カ モ ノ ・ オ ス I 5歳 群れ生 ま れ ．

オ ト ナ ・ メ ス 13
ワ カ モ ノ ・ メ ス I 5歳 ．

コ ドモ 4歳 2 オ ス1頭 ・ メ ス1 頭

3歳 5 オ ス3頭 ・ メ ス2頭

1 歳 10 オ ス4頭 ・ メ ス6頭

ア カ ン ボ ウ 0歳 2 オス1頭 ・ メ ス1 頭

2. オ ス 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動

調 査 期 間 中 に オ ス 間 で の 揺 さ 揺 さ 行 動 は オ ト ナ(7 歳 以 上 ） 、 ワ カ モ ノ(5

~6 歳 ） 、 コ ド モ の ど の 組 み 合 わ せ で も 見 ら れ な か っ た 。 こ の こ と か ら 揺
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さ 揺 さ 行 動 は オ ス 間 で は ま っ た く 見 ら れ な い 行 動 と い え る 。

3. オ ス ・ メ ス 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動

オ ス ・ メ ス 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動 は 、2009 年 度 に1 歳 の オ ス と3 歳 の メ ス

と の 組 み 合 わ せ で3 例 観 察 さ れ た 。 こ の3 例 中2 例 は 移 動 中 に 、1 例 は 休

息 中 に 見 ら れ た 。 ま た3 例 中2 例 は 異 な る 家 系 の 組 み 合 わ せ だ っ た 。 こ の

2 例 は い ず れ も1 歳 の オ ス が3 歳 の メ ス に 接 近 し て 揺 さ 揺 さ 行 動 を し 、3

歳 の メ ス か ら1 歳 の オ ス ヘ グ ル ー ミ ン グ を 始 め た 。 こ の 時 グ ル ー ミ ン グ は

1 回 で 終 わ っ て 再 び 揺 さ 揺 さ 行 動 を し 、 そ の 後2 頭 は グ ル ー ミ ン グ を せ ず

違 う 方 向 へ 歩 い て い っ た 。 同 じ 家 系 の 組 み 合 わ せ の1 例 は 、1 歳 の 個 体 が

い さ か い に よ っ て 悲 鳴 を 上 げ て い る と こ ろ へ3 歳 が 歩 い て い き 揺 さ 揺 さ

行 動 を し た 。 そ の 後3 歳 が1 歳 を お 腹 に 抱 え て 数 歩 歩 い て い っ た 。

こ の よ う に 、 オ ス ・ メ ス 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動 は コ ド モ 間 で の み 見 ら れ 、 オ

ト ナ 間 、 オ ト ナ ・ ワ カ モ ノ 間 、 ワ カ モ ノ 間 で は1 回 も 見 ら れ な か っ た 。

4. メ ス 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動

メ ス 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動 は45 例 観 察 さ れ た 。 こ の う ち 個 体 の 識 別 が で き

な か っ た4 例 （ 性 ・ 年 齢 区 分 は 確 か だ が 個 体 名 が わ か ら な か っ た と い う 例

で 、 両 方 の 場 合 が2 例 、 片 方 の 場 合 が2 例 ） を 除 く41 例 に つ い て 見 る と 、

う ち24 例 は 家 系 が 異 な る 組 み 合 わ せ だ っ た 。 ま た 、41 例 の う ち18 例 は 「 タ

ラ 」(2009 年 度 に12 歳 ） が 関 わ っ て い た 。 「 タ ラ 」 の 揺 さ 揺 さ 行 動 は 血 縁 の

な い 個 体 と 血 縁 の あ る 個 体 の ど ち ら の 組 み 合 わ せ で も9 例 ず つ 観 察 さ れ 、

妹 の 「 タ マ 」(2009 年 度 に4 歳 ） と の 揺 さ 揺 さ 行 動 が6 例 と 最 も 多 か っ た 。

一 方 、 オ ト ナ メ ス の 「 ナ ナ 」 と 「 ミ ラ イ 」(2009 年 度 に25 歳 と10 歳 ） の2 頭 、

お よ び コ ド モ メ ス の 「 メ イ 」 と 「 ホ タ ル 」 （ い ず れ も2009 年 度 に1 歳 ） の2 頭 、

計4 頭 は 揺 さ 揺 さ 行 動 を 一 度 も し な か っ た 。 こ の よ う に メ ス の 間 で も 揺 さ

揺 さ 行 動 の 頻 度 に は 個 体 差 が あ り 、 こ の 行 動 を よ く す る 個 体 や 組 み 合 わ せ

の あ る こ と が 分 か る 。

(a) オ ト ナ メ ス 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動

オ ト ナ メ ス 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動 は45 例 中27 例 観 察 さ れ た 。 こ の う ち20
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例 が 休 息 中 で あ る 。 ま た 、 個 体 の 識 別 が で き な か っ た3 例 を 除 く24 例 中

同 じ 家 系 の 組 み 合 わ せ が6 例 、 異 な る 家 系 の 組 み 合 わ せ が18 例 だ っ た 。

揺 さ 揺 さ 行 動 後 に グ ル ー ミ ン グ し た の は27 例 中21 例 で 、 そ の う ち 接 近 し

た 個 体 が グ ル ー ミ ン グ し た 例 は8 例 、 接 近 さ れ た 個 体 が グ ル ー ミ ン グ し た

の は12 例 、 グ ル ー ミ ン グ が 一 度 中 断 し て 揺 さ 揺 さ 行 動 後 に 再 び グ ル ー ミ

ン グ を し た の は1 例 だ っ た 。 揺 さ 揺 さ 行 動 後 に グ ル ー ミ ン グ し な か っ た6

例 で は 、 一 方 が 立 ち 去 る 、 両 方 が 立 ち 去 る と い っ た 行 動 が 見 ら れ た 。

く 事 例l> 接 近 さ れ た 個 体 が グ ル ー ミ ン グ し た 例

2009 年10 月27 日08:28 、 群 れ は ホ テ ル 跡 で 休 息 し て い た 。08:28:46 、

「 タ ラ 」(12 歳 ） が 座 っ て い る 「 ミ ウ 」 (18 歳 ） の 方 へ 歩 い て い き2 頭 が 揺 さ 揺

さ を し た 。 そ の 後 「 ミ ウ 」 か ら 「 タ ラ 」 ヘ グ ル ー ミ ン グ を 始 め 、 そ れ に 続 い て

交 互 に グ ル ー ミ ン グ が 続 け ら れ た 。

く 事 例2> 接 近 し た 個 体 が グ ル ー ミ ン グ し た 例

2008 年10 月21 日12:30 、 群 れ は コ プ シ 谷 で 休 息 し て い た 。12:38 、 「 タ

ラ 」(11 歳 ） が 座 っ て い る 「 タ キ 」(16 歳 ） の 方 へ 歩 い て い き2 頭 が 揺 さ 揺 さ を

し た 。 そ の 後 「 タ ラ 」 が 「 タ キ 」 ヘ グ ル ー ミ ン グ を 始 め 、 そ れ に 続 い て 交 互 に

グ ル ー ミ ン グ が 継 続 さ れ た 。

(b) オ ト ナ メ ス と ワ カ モ ノ メ ス 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動

オ ト ナ メ ス と ワ カ モ ノ メ ス 間 で は 「 カ リ ン 」(2009 年 度 に17 歳 ） と そ の 娘

「 キ ラ ラ 」(2009 年 度 に5 歳 ） の 組 み 合 わ せ で1 例 観 察 さ れ た 。 そ の 時 は 「 キ

ラ ラ 」 が 「 カ リ ン 」 に 接 近 し て い き 、 揺 さ 揺 さ 行 動 後 に 「 キ ラ ラ 」 が 「 カ リ ン 」

に グ ル ー ミ ン グ を 始 め た 。

(C) オ ト ナ メ ス と コ ド モ 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動

オ ト ナ メ ス と4 歳 の 揺 さ 揺 さ 行 動 は5 例 観 察 さ れ た 。5 例 は す べ て 「 タ

ラ 」 と 「 タ マ 」 の 姉 妹 の 組 み 合 わ せ だ っ た 。5 例 中4 例 は 「 タ ラ 」 が 接 近 し て

い き 、 揺 さ 揺 さ 行 動 後 に 「 タ マ J か ら 「 タ ラ 」 ヘ グ ル ー ミ ン グ を 始 め た 。 残 り

1 例 は2 頭 が グ ル ー ミ ン グ を し て い る と こ ろ ヘ オ ス が 威 嚇 し な が ら 走 っ て

き た 直 後 に 観 察 さ れ た 。 オ ス に 威 嚇 さ れ 悲 鳴 を 上 げ て い る 「 タ マ 」 の 正 面 へ

「 タ ラ 」 が 歩 い て い っ て 揺 さ 揺 さ 行 動 を し た 。 そ の 後 「 タ ラ 」 か ら 「 タ マ j ヘ グ

ル ー ミ ン グ を 始 め 、 グ ル ー ミ ン グ は 相 互 に 続 い た 。 オ ト ナ メ ス と3 歳 の 揺
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さ 揺 さ 行 動 は2 例 、2 組 の 姉 妹 で 観 察 さ れ た 。2 例 と も 揺 さ 揺 さ 行 動 後 に

は グ ル ー ミ ン グ が 見 ら れ た 。 な お 、 オ ト ナ メ ス と1 、2 歳 の 年 少 コ ド モ と

の 揺 さ 揺 さ 行 動 は 一 回 も な か っ た 。

(d) 年 長 コ ド モ 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動

4 歳 と3 歳 の 揺 さ 揺 さ 行 動 は 血 縁 関 係 の な い 個 体 の 組 み 合 わ せ で1 例 観

察 さ れ た 。 こ の 時2 頭 は ア カ ン ボ ウ を 引 っ 張 っ た り 抱 き か か え た り し よ う

と し て い て 、 ア カ ン ボ ウ の 悲 鳴 を 聞 い た 母 親 が 威 嚇 し な が ら 走 っ て き た 。

ア カ ン ボ ウ を 母 親 が 連 れ 去 っ た 後 、2 頭 は 揺 さ 揺 さ 行 動 を し 、4 歳 が3 歳

ヘ グ ル ー ミ ン グ を し た 。 そ の 後3 歳 が4 歳 へ1 回 だ け グ ル ー ミ ン グ を 返 し

て2 頭 は 離 れ て い っ た 。

3 歳 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動 も1 例 観 察 さ れ た 。 こ の 時 群 れ は 主 に メ ギ を 採 食

し な が ら 移 動 し て い た 。3 歳 の 「 コ ハ ク 」 が メ ギ を 採 食 し て い て 、 そ こ か ら

2 メ ー ト ル 離 れ た と こ ろ を も う1 頭 の3 歳 「 ア カ ネ 」 が 歩 い て い た 。 「 コ ハ

ク 」 が 採 食 を や め て 威 嚇 し な が ら 「 ア カ ネ 」 に 近 づ い て い き 、 「 ア カ ネ 」 は 悲

鳴 を 上 げ な が ら 後 ず さ り し た 。 そ の 状 態 が し ば ら く 続 い た あ と 、 「 コ ハ ク 」

が 「 ア カ ネ 」 の 方 へ 歩 い て い き 揺 さ 揺 さ 行 動 を し た 。 そ の 後2 頭 は グ ル ー ミ

ン グ を し な い で 違 う 方 向 へ 歩 き 去 っ た 。

(e) 年 長 コ ド モ と 年 少 コ ド モ 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動

4 歳 と1 歳 の 揺 さ 揺 さ 行 動 は3 例 観 察 さ れ た 。3 例 と も4 歳 の 「 タ マ 」 と

1 歳 の 組 み 合 わ せ で 観 察 さ れ た が 、 う ち1 例 は 相 手 が1 歳 の メ ス と し か 確

認 で き な か っ た 。 こ の1 例 は 「 タ マ 」 が1 歳 を 追 い か け た 後 に 「 タ マ 」 か ら1

歳 に 接 近 し 揺 さ 揺 さ 行 動 を し た 。 そ の 後 「 タ マ 」 か ら1 歳 ヘ グ ル ー ミ ン グ を

始 め 、 グ ル ー ミ ン グ は 相 互 に 続 い た 。 残 り2 例 は 「 タ マ 」 の 妹 で あ る1 歳 の

「 ト ト ロ 」 と の 組 み 合 わ せ だ っ た が 、 揺 さ 揺 さ 行 動 後 に グ ル ー ミ ン グ も 何 も

せ ず 座 っ た ま ま だ っ た 。

3 歳 と1 歳 の 揺 さ 揺 さ 行 動 は2 例 観 察 さ れ た 。2 例 と も3 歳 の 「 コ ハ ク 」

と1 歳 の 「 テ ン ト ウ 」 と い う 同 じ 家 系 で の 組 み 合 わ せ だ っ た 。2 例 の い ず れ

も 「 テ ン ト ウ 」 が い さ か い に よ っ て 悲 鳴 を 上 げ て い る と こ ろ へ 「 コ ハ ク 」 が

歩 い て い き 揺 さ 揺 さ 行 動 を し た 。 そ の 後 グ ル ー ミ ン グ は せ ず 、1 例 は 両 者

が 違 う 方 向 へ 歩 き 去 り 、1 例 は 揺 さ 揺 さ 行 動 後 に 「 コ ハ ク 」 が 「 テ ン ト ウ 」 を
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背 中 に 乗 せ て 数 歩 歩 く と い う 行 動 が 観 察 さ れ た 。

( f ) 年 少 コ ド モ 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動

1 歳 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動 は1 例 観 察 さ れ た 。 こ の 事 例 を 示 す 。

く 事 例3 > 2009 年11 月2 日12:30 、 群 れ は ホ テ ル 跡 で 採 食 を し て い た 。

「 テ ン ト ウ 」 と 「 ト ト ロ 」 は 「 キ ラ ラ 」(5 歳 ） の 隣 で オ ニ グ ル ミ の 破 片 を 拾 い

食 い し て い た(3 頭 と も 異 な る 家 系 の 個 体 ） 。12:58:55 、 「 ベル 」 （ 推 定13 オ

の 群 れ オ ス ） が 「 キ ラ ラ 」 に 向 か っ て く ガ ガ ガ … ＞ と 威 嚇 し な が ら 走 っ て き

た 。 「 キ ラ ラ 」 は 悲 鳴 を 発 し な が ら 逃 げ 、 「 ベ ル 」 は 「 テ ン ト ウ 」 と 「 ト ト ロ J

の す ぐ 横 を 通 り 「 キ ラ ラ 」 を 追 い か け て い っ た 。 「 ベ ル 」 が 通 り 過 ぎ た 直 後 、

「 テ ン ト ウ 」 と 「 ト ト ロ 」 は 向 き 合 っ て2 頭 と も リ ッ プ ス マ ッ キ ン グ を し な

が ら 揺 さ 揺 さ 行 動 を し 、 「 キ ラ ラ 」 と 「 ベ ル 」 が 走 っ て い っ た 方 を し ば ら く 見

て い た 。 そ し て 「 テ ン ト ウ 」 か ら 「 ト ト ロ 」 ヘ グ ル ー ミ ン グ を 始 め た が す ぐ に

止 め 、2 頭 は 採 食 を 再 開 し た 。

( g ) コ ド モ と ア カ ン ボ ウ 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動

コ ド モ と ア カ ン ボ ウ 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動 は 血 縁 関 係 の な い1 歳 の 「 ト ト

ロ 」 と 「 ア ユ 」 の ア カ ン ボ ウ の 間 で1 例 観 察 さ れ 、 年 長 の コ ド モ と ア カ ン ボ

ウ の 揺 さ 揺 さ 行 動 は 観 察 さ れ な か っ た 。 こ の1 歳 と ア カ ン ボ ウ の 揺 さ 揺 さ

行 動 の 事 例 を 示 す 。

く 事 例4 > 2009 年10 月9 日 、 群 れ は ホ テ ル 跡 を 北 か ら 南 へ移 動 し て い た 。

「 ベ ガ 」 (11 歳 の 周 辺 オ ス ） の す ぐ 後 を 「 ト ト ロ J (1 歳 ） と 「 ア ユ 」 の ア カ ン ボ

ウ が つ い て 歩 い て い た 。 ベ ガ が 目 の 前 の 倒 木 に 座 っ て い た 「 ハ ク 」(3 歳 の

オ ス ） に 向 か っ て く ガ ガ ガ … ＞ と 威 嚇 を し な が ら 走 っ て い っ た 。 「 ハ ク J は

逃 げ 、 そ れ を 「 ベ ガ 」 が 追 い か け て い っ た 。 「 ト ト ロ 」 と 「 ア ユ 」 の ア カ ン ボ ウ

は 立 ち 止 ま り 、 「 ト ト ロ 」 が 「 ア ユ 」 の ア カ ン ボ ウ の 正 面 へ 行 き2 頭 と も リ ッ

プ ・ ス マ ッ キ ン グ を し な が ら 揺 さ 揺 さ 行 動 を し た 。 そ の 後 「 ベ ガ 」 の 後 は 追

わ ず 、 群 れ が 移 動 し て い る 方 へ2 頭 で 走 っ て い っ た 。

(h) ア カ ン ボ ウ 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動

ア カ ン ボ ウ 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動 は1 例 観 察 さ れ た 。 ア カ ン ボ ウ7 頭 が 木 の

上 で 追 い か け 合 っ て 遊 ん で い る 最 中 で 、2 頭 は リ ッ プ ・ ス マ ッ キ ン グ を し

な が ら 揺 さ 揺 さ 行 動 を し 、 そ の 後 再 び 追 い か け 合 っ て 遊 び 始 め た 。 ア カ ン

-29-



ボ ウ2 頭 に 血 縁 関 係 は な い 。

5. ま と め

以 上 性 ・ 年 齢 区 分 ご と に 見 て き た が 、 メ ス に つ い て そ れ を 整 理 し た の が

表2 で あ る 。 揺 さ 揺 さ 行 動 は オ ト ナ メ ス 間 で は 異 な る 家 系 の 組 み 合 わ せ で

よ く 見 ら れ 、 直 後 に グ ル ー ミ ン グ が 行 わ れ る こ と が 多 く 、 グ ル ー ミ ン グ の

き っ か け づ く り の た め の 行 動 だ と 考 え ら れ る 。 ま た 、 揺 さ 揺 さ 行 動 を よ く

す る 個 体 が い る こ と が 分 か っ た 。 オ ト ナ と コ ド モ 間 で は す べ て の 揺 さ 揺 さ

行 動 が 姉 妹 間 で 行 わ れ 、 揺 さ 揺 さ 行 動 が 見 ら れ る 組 み 合 わ せ が オ ト ナ 間 と

は 異 な っ て い た 。 し か し 、 揺 さ 揺 さ 行 動 後 は グ ル ー ミ ン グ が 多 く 見 ら れ 、

そ の 点 は オ ト ナ 間 と 同 じ だ っ た 。 一 方 コ ド モ 間 で は 、 揺 さ 揺 さ 行 動 後 に グ

ル ー ミ ン グ を 伴 わ な い こ と の 方 が 多 く 、 グ ル ー ミ ン グ を 伴 っ た と し て も 長

く は 続 か な か っ た り 、 遊 び の 中 で 見 ら れ る こ と も あ っ た り と 、 オ ト ナ 間 と

は 異 な る い く つ も の パ タ ー ン が 観 察 さ れ た 。 こ の こ と か ら 揺 さ 揺 さ 行 動 は

コ ド モ 間 で は 様 々 な 状 況 で 見 ら れ る が 、 成 長 過 程 で 姉 と い う 身 近 な オ ト ナ

メ ス と 揺 さ 揺 さ す る こ と を 通 し て 、 グ ル ー ミ ン グ と の 関 連 が 強 い オ ト ナ メ

ス 間 の 揺 さ 揺 さ 行 動 へ と 収 放 し て い く の で は な い か と 考 え ら れ る 。

表2. メ ス の 年 齢 区 分 別 に 見 た 揺 さ 揺 さ 行 動 の 頻 度

性 ・ 年 齢 区 分
オ ト ナ ワ カ モ ノ 年 長 コ ド モ 年 少 コ ド モ ア カ ン ボ ウ

メ ス メ ス メ ス メ ス メ ス

オ ト ナ メ ス 27 1 7

゜ ゜ワ カ モ ノ メ ス 1

゜ ゜ ゜ ゜年 長 コ ド モ メ ス 7

゜
2 5

゜年少 コ ド モ メ ス

゜ ゜
5 1 1

ア カ ン ボ ウ メ ス

゜ ゜ ゜
1 1
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野 生 ニ ホ ン ザ ル の 「 揺 さ 揺 さ 」 行 動

宮 城 の サ ル 調 査 会 伊 沢 紘 生

1. 抱 き 合 う

ニ ホ ン ザ ル は 性 と 年 齢 と を 問 わ ず 、 抱 き 合 う こ と の 好 き な サ ル だ 。 両 者

が 座 り 、 正 面 か ら 向 き 合 っ て ( face to face) 、 互 い に 相 手 を 両 手 な い し 片

手 で 抱 く と き 、 こ こ で は そ れ を 「 抱 き 合 い 」 と 呼 ぶ こ と に す る が 、 群 れ の 日

常 生 活 の 中 で は と く に 日 中 の 休 息 時 や 夜 間 の 就 眠 時 に ご く 普 通 に 観 察 さ

れ る 。 そ し て 、 例 え ば 人 口 に 檜 灸 し て い る 休 息 時 の “ サ ル 団 子 ” で も 、 き

ま っ て1 ～ 数 組 の 抱 き 合 い を し て い る サ ル を 見 る こ と が で き る 。

生 ま れ た 直 後 か ら 一 年 ほ ど は 、 ア カ ン ボ ウ は 母 親 に し が み つ く 、 抱 き つ

く 、 母 親 は ア カ ン ボ ウ を 抱 き し め る 、 抱 え 込 む と い う 行 動 を と る 。 し か し 、

満1 歳 を 過 ぎ る 頃 か ら 次 第 に そ れ は 抱 き 合 い と 呼 ん だ 方 が い い 行 動 に な

る 。 子 が メ ス だ と 両 者 の 抱 き 合 い は 生 涯 に わ た っ て ず っ と 繰 り 返 さ れ る 。

ア カ ン ボ ウ 同 士 や 同 年 齢 ・ 異 年 齢 の コ ド モ 同 士 も 休 息 時 の 遊 び の 中 で よ く

抱 き 合 う が 、 コ ド モ が 姉 妹 だ と 両 者 と も 群 れ に 留 ま る の で 母 親 と メ ス の 子

の 場 合 と 同 様 だ 。

抱 き 合 い は 親 子 と か 姉 妹 ほ ど 血 縁 の 濃 く な い メ ス 間 で も 日 常 的 に 観 察

さ れ る し 、 交 尾 期 に コ ン ソ ー ト 関 係 に 入 っ た オ ス ・ メ ス 間 で も 、 オ ス ・ グ

ル ー プ を 形 成 す る ワ カ モ ノ オ ス 問 で も よ く 見 ら れ る 。

2. 抱 き 合 っ て 体 を 揺 す り 合 う

こ の よ う な 、 互 い に 抱 き 合 っ て し ば ら く そ の ま ま で い る と い う 行 動 と は

異 質 な 、 抱 き 合 っ て 互 い に 体 を 前 後 に 揺 さ 揺 さ と 数 回 揺 す り 合 う 行 動 が あ

る 。 こ の と き 両 者 の 胸 の 部 分 が 接 触 し て い る 。 筆 者 は こ れ ま で そ れ を 「 揺

さ 揺 さ 」 と 呼 ん で き た が 、 揺 さ 揺 さ の と き 、 多 く の 場 合 両 者 な い し 片 方 が

眉 を 吊 り 上 げ 気 味 に 口 を 前 に 突 き 出 し て リ ズ ミ カ ル に パ ク パ ク 開 閉 さ せ

る リ ッ プ ・ ス マ ッ キ ン グ （ リ ズ ミ ッ ク ・ リ ッ プ ・ ム ー プ メ ン ト と も い う ）
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を 行 う 。 リ ッ プ ・ ス マ ッ キ ン グ の 際 に は 低 い 音 声 も 伴 う 。 そ し て 揺 さ 揺 さ

を 終 え る と 抱 き 合 い は 解 消 さ れ 毛 づ く ろ い に 移 行 す る 。

前 述 し た ご く 日 常 的 に 観 察 さ れ る 抱 き 合 い で は な く 、 こ の 一 連 の 行 動 、

す な わ ち 、 あ る 個 体 が 他 個 体 に 接 近 し た あ と 、 互 い に 抱 く(hu g ) → 体 を 揺

す る(rock a bod y ) → 毛 づ く ろ い す る ( groom) と い う 一 連 の 行 動 を 、 こ こ で

は そ れ ぞ れ の 英 語 の 頭 文 字 を と っ て 「HRG 」 と 呼 ぶ こ と に す る 。 金 華 山 の

サ ル でHRG が 観 察 さ れ る の は ほ と ん ど の 場 合 群 れ の 休 息 時 で 、 オ ト ナ メ

ス 間 で が も っ と も 多 か っ た 。

ま た 、 典 型 的 なHRG と は 行 動 要 素 が 少 し 異 な る 例 も 観 察 さ れ た 。 そ れ

は 、 あ る メ ス(A) が 別 の メ ス(B) に 接 近 し て 抱 き っ く 際 、A はB の 正 面 か

ら 抱 き っ く の で は な く 、 少 し 半 身 に な る 場 合 で あ る 。 こ れ ま で 金 華 山 で は

5 回 観 察 し て い る 。 そ の と きA とB は 胸 で は な く 、 胸 と 肩 が 接 触 し て い る

が 、 揺 さ 揺 さ は そ の 状 態 の ま ま 行 わ れ 、 毛 づ く ろ い へ と 移 行 し た 。 こ の よ

う な 半 身 で は な く 、 休 息 時 にA が 接 近 し て い っ て 斜 め 背 後 か らB に 抱 き っ

き 、 揺 さ 揺 さ を し た こ と は2 回 あ る 。 そ の と きB は 、 そ れ に 応 え て わ ず か

に コ ッ ク リ を す る よ う に 体 を 前 後 に 揺 す っ た よ う に 見 え た が 微 妙 す ぎ て

は っ き り し な か っ た 。 こ の あ と 両 者 は 毛 づ く ろ い に 移 行 し た 。

な お 、 揺 さ 揺 さ の 際 に 見 ら れ る リ ッ プ ・ ス マ ッ キ ン グ だ が 、 筆 者 は い く

ら ハ ビ チ ュ エ ー シ ョ ン の 進 ん だ 群 れ の 観 察 で も 、 観 察 者 が す ぐ 近 く に い る

影 響 を で き る だ け 排 除 し よ う と サ ル か ら 距 離 を お く こ と に 努 め て き た し 、

至 近 距 離 か ら の 個 体 観 察 も 行 っ て い な い の で 、 抱 き 合 っ た 一 方 が リ ッ プ ・

ス マ ッ キ ン グ を し て い る か し て い な い か は は っ き り 分 か る の だ が 、 反 対 側

に い て 顔 が 隠 れ て し ま う も う 一 方 が リ ッ プ ・ ス マ ッ キ ン グ を 行 っ た か 否 か

は 十 分 観 察 で き て い な い 。

3. 揺 さ 揺 さ を す る こ と の 意 味

HRG は 非 常 に く つ ろ い だ 、 緊 張 の 生 ず る こ と の ま ず な い 状 況 下 （ と く に

休 息 時 ） で 主 に 生 起 す る 。 広 が っ て 休 息 す る サ ル た ち は 全 員 が 組i 見 知 り で あ り 、

自 分 の 近 く で 今 誰 が 休 息 し て い る か ぐ ら い は 十 分 認 知 で き て い る は ず だ 。 そ

の よ う な 状 況 下 で 、 近 く に い る1 頭 の メ ス(A) が ゆ っ く り 歩 い て メ ス(B) に
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近 づ い て も 、 両 者 に 緊 張 が 生 ず る こ と は あ り 得 な い 。 実 際 に 、A がB に 近 づ

きB の 正 面 に ま わ り 込 ん でB に 抱 き っ く と い う 行 動 は 実 に ス ム ー ズ に 進 行 し 、

そ う さ れ たB も ご く 自 然 に 抱 き 返 す 。

続 い て 両 者 は 体 を 前 後 に 揺 さ 揺 さ と 数 回 揺 す り 合 う が 、 緊 張 の な い 状 況 下

で 生 起 す る 揺 さ 揺 さ は 、A な い しB 、 ま た は 両 者 に と っ て 緊 張 を 緩 和 す る と

か 緊 張 を 解 消 す る こ と を 意 図 し た 行 動 で な い こ と は 明 ら か で あ る 。 そ う で は

な く 、 揺 さ 揺 さ が 終 わ る と す ぐ に 抱 き 合 っ た 状 態 が ほ ぐ れ 、 毛 づ く ろ い が 開

始 さ れ る 点 に こ そ 注 目 す べ き だ ろ う 。

揺 さ 揺 さ は 毛 づ く ろ い と 密 接 に 関 係 し た 行 動 な の で あ る 。 そ し て 、 こ の 行

動 は 、A に と っ て は 「 抱 き 合 っ て 休 息 し た い 」 と い う 意 図 を も っ た も の で は な

く 「 毛 づ く ろ い し た い し 、 し て も ら い た い 」 と い う 意 図 を も っ た も の だ と 考 え

る こ と が で き る 。 「 抱 き 合 っ て 休 息 し た い 」 だ け な ら ば 、A はB の 背 後 や 横 手

か ら ゆ っ く り 近 づ い て 抱 き つ け ば そ れ で 済 む こ と だ 。 事 実 、 例 え ば 休 息 時 の

“ サ ル 団 子 ’' は 多 く の サ ル が 次 々 に そ う す る こ と で 形 成 さ れ る 。 ま た 「 毛 づ く

ろ い し た い 」 だ け な ら ば 、 同 様 にB に 接 近 し て い っ て 毛 づ く ろ い す れ ば い い わ

け で 、 日 常 的 な 毛 づ く ろ い は ほ と ん ど の 場 合 こ う し て 開 始 さ れ る 。 ま た 「 毛 づ

く ろ い し て も ら い た い 」 な ら ば 、 そ う し て く れ そ う な サ ル を 群 れ の 広 が り の 中

か ら 選 び 、 そ の サ ル の 正 面 ま で い っ て 、 背 中 側 を 相 手 の 方 に 向 け る 形 で ゴ ロ

リ と 横 に な り さ え す れ ば い い 。 こ の 毛 づ く ろ い 催 促 行 動 は メ ス 間 、 オ ス ・ メ

ス 間 、 オ ス 間 の い ず れ で も ご く 普 通 に 見 ら れ る 。 ま た 、 こ の 行 動 は 生 後2~3

ヶ 月 の ア カ ン ボ ウ に す ら 発 現 す る 。

こ の よ う に 、 揺 さ 揺 さ をA の 「 毛 づ く ろ い し た い し 、 し て も ら い た い 」 と い

う 明 確 な 意 図 一 誤 解 を 招 か な い よ う に 表 現 す る な ら 欲 求 ー を も っ た 行 動 だ と

す る と 、B の 揺 さ 揺 さ は 「 わ か っ た わ 、 そ う し ま し ょ う 」 、 な い し 「 私 も そ う し

た い 」 と い う 了 解 （ な い し 同 調 ） の 意 思 表 示 だ と 素 直 に 理 解 さ れ る だ ろ う 。 そ し

て 、 揺 さ 揺 さ 中 の リ ッ プ ・ ス マ ッ キ ン グ は そ れ を 強 調 す る ‘ ‘ お ね だ り ’ ' 的 な

色 彩 を も っ た 、 な い し 同 調 を 強 化 す る 意 味 合 い を 持 っ た 行 動 で あ る に 違 い

な い 。

だ と す る と 、A はHRG の 最 初 の 段 階 、 す な わ ちB に 接 近 を 開 始 す る と

き か ら 「 毛 づ く ろ い し た い し 、 し て も ら い た い 」 と い う 意 図 （ 欲 求 ） を も っ て
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い る こ と に な る し 、B は 近 く にA の い る こ と が す で に わ か っ て い る （ 認 知

し て い る ） の だ か ら 、 接 近 し て く るA の 意 図 （ 欲 求 ） が 何 で あ る か お お よ そ

の 予 測 は 即 座 に つ く は ず で あ る 。 だ か ら こ そ 、 揺 さ 揺 さ を 終 え 毛 づ く ろ い

に 入 る ま で の 一 連 の 行 動 に ぎ く し ゃ く し た と こ ろ が 全 く な く 、 流 れ る が ご

と く に 行 わ れ る こ と に も な る の だ ろ う 。 筆 者 の 金 華 山 で の 観 察 で は 、 そ の

直 後 に 毛 づ く ろ い を ま ず 始 め る の はB よ りA の 方 が 多 か っ た こ と も 、A の

毛 づ く ろ い へ の 意 図 （ 欲 求 ） を 考 え れ ば 当 然 と い う こ と に な ろ う 。A か らB

へ の 毛 づ く ろ い の あ と はB →A 、A→B と 毛 づ く ろ い シ リ ー ズ の 続 く の が

普 通 で あ る 。

と き に 、 毛 づ く ろ い シ リ ー ズ 中 のA とB の 間 に 群 れ の 主 だ っ た オ ス が お

そ ら く 毛 づ く ろ い し て 欲 し く て 割 り 込 ん で く る こ と が あ る 。 そ の と きA と

B は 体 制 が 異 な る の で 、 と っ さ に オ ス を 避 け る （ オ ス か ら ち ょ っ と 離 れ る ）

方 向 は 異 な る の だ が 、 遣 り 過 ご し た あ と 、 ど ち ら か が 近 づ く こ と でHRG

が 行 わ れ 、 中 断 し た 毛 づ く ろ い シ リ ー ズ に 戻 る こ と も あ る 。

4. 毛 づ く ろ い シ リ ー ズ ま で い か な い 揺 さ 揺 さ

こ こ ま で 述 べ て き た よ う に 、 揺 さ 揺 さ はHRG と い う 一 連 の 行 動 の 中 で

典 型 的 に 見 ら れ る の だ が 、 毛 づ く ろ い ま で い か ず に 揺 さ 揺 さ で 終 わ っ て し

ま う こ と も 、HRG よ り 頻 度 は ず っ と 少 な い が 実 際 に 観 察 さ れ る 。

一 つ は 揺 さ 揺 さ の あ と 、 そ の ま ま の 状 態 で 両 者 が 休 息 に 入 っ て し ま う 場

合 で あ る 。 お そ ら く こ の と きB は 気 乗 り し な い 体 揺 す り で 返 し た か 、 リ ッ

プ ・ ス マ ッ キ ン グ を し な か っ た こ と で （ 観 察 者 か ら はB の 顔 が 見 え な か っ

た ） 、A はB が 毛 づ く ろ い し た が っ て い な い こ と を 察 し た （ 認 知 し た ） か ら

で は な い だ ろ う か 。

一 つ は 揺 さ 揺 さ 後 、A はB に 毛 づ く ろ い し た が 、B は 寝 こ ろ ん だ ま ま か

座 っ た ま ま で い る だ け で 毛 づ く ろ い を 返 さ な か っ た 場 合 で 、 そ の あ とA は

B か ら 離 れ て い っ た 。 お そ ら くB は こ の と き 眠 か っ た の だ ろ う か ら 、 こ れ

で はA は ど う し よ う も な い わ け だ 。

一 つ は 揺 さ 揺 さ 後 、 す ぐ にA が 離 れ て い っ た 場 合 で 、 こ の と き は お そ ら

く 、 揺 さ 揺 さ 中 にA はB が 毛 づ く ろ い し た が っ て い な い こ と を 察 し た （ 認
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知 し た ） に 違 い な い 。

5. 背 後 か ら 抱 き つ い て 体 を 揺 す る

HRG と は 異 な り 、 揺 さ 揺 さ と も 異 な る 、 抱 き つ い た サ ル が 一 方 的 に 体

揺 す り を す る こ と も あ る 。

金 華 山 の 東 海 岸 を 遊 動 域 に も つ 群 れ で は 、 山 の 食 物 が 乏 し く な る 冬 の2
月 か ら3 月 に か け て 、 頻 繁 に 磯 に 降 り て ワ カ メ な ど の 海 藻 や カ サ ガ イ な ど

の 一 枚 貝 を 漁 る 。 満 潮 ・ 干 潮 の 時 刻 に も よ る が 、 長 い 場 合 だ と 朝 か ら 夕 方

ま で ほ と ん ど 丸 一 日 、 ず っ と 磯 で 過 ご す こ と も 珍 し く な い 。 そ の よ う な と

き 、 午 後 も2 時 を 過 ぎ る 頃 に な る と 、 磯 の 食 物 に 飽 食 し た サ ル た ち が そ こ

だ け ま だ 陽 の 当 た っ て い る 大 き な 岩 に 集 ま っ て き て 、 ‘‘ サ ル 団 子 ’' に な っ

て 長 い 休 息 に 入 る こ と が し ば し ば だ 。 “ サ ル 団 子 ’' は 個 体 数 の 多 い 島 の 南

部 に 遊 動 域 を も つD 群 だ と30 頭 を 超 え る こ と が 多 い 。

“ サ ル 団 子 ” に な っ て か た ま っ て い る サ ル た ち は 皆 内 側 を 向 い て い る 。

し た が っ て 、 遅 れ て そ れ に 加 わ る サ ル は 誰 か の 背 中 に 抱 き つ く 。

“ サ ル 団 子 ’' が す で に10 頭 、20 頭 に な っ て い て 、 そ の あ と 遅 れ て や っ

て 来 た メ ス が 加 わ る と き 、 そ の メ ス が ‘ ‘ サ ル 団 子 ” の 一 頭 の メ ス の 背 中 に

抱 き つ き 、2~3 回 体 を 前 後 に 揺 す る こ と が あ る 。 そ の 際 よ く リ ッ プ ・ ス

マ ッ キ ン グ を す る 。 し か し 、 揺 す っ て も 相 手 は 動 き よ う が な い わ け だ か ら

そ れ は 一 方 的 な も の に な り 、 当 然 揺 さ 揺 さ ほ ど 目 立 っ た 体 の 揺 れ は な い 。

そ う し て 、 そ の メ ス は そ の ま ま 背 中 に 抱 き つ い た 状 態 で “ サ ル 団 子 ’' の 一

員 と な る 。

背 中 か ら 抱 き つ い て 体 を 揺 す る メ ス が 、 相 手 を 誰 か 分 か っ て い て そ う す

る の か 誰 で も い い の か に つ い て は 、 筆 者 は ま だ 確 か め ら れ な い で い る 。 た

だ 、 こ の メ ス の 行 動 を 、 「 腹 は 一 杯 だ し 眠 気 は そ れ ほ ど 起 こ っ て い な い 、

今 一 番 し た い の は 毛 づ く ろ い の し 合 い っ こ な ん だ け ど な 」 と い う 願 望 （ 高

ま っ た 欲 求 ） の 一 方 的 表 出 と 理 解 す る こ と は 可 能 だ ろ う 。

ま た 、 交 尾 期 の コ ン ソ ー ト 関 係 に あ る メ ス が オ ス に や る 場 合 も 多 い 。 こ

の と き メ ス は 必 ず と い っ て い い ほ ど 泣 き っ 面 に ご く 類 似 し た 表 情 の リ ッ

プ ・ ス マ ッ キ ン グ を す る 。
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6. HRG と 性 ・ 年 齢 と の 関 係

と こ ろ で 、 話 をHRG に 戻 す が 、HRG は オ ト ナ メ ス 間 で 典 型 的 に 見 ら

れ る 行 動 で あ る こ と は す で に 述 べ た 。 そ の ほ か で は 、 オ ト ナ メ ス と ワ カ モ

ノ メ ス(5~6 歳 ） 間 で 筆 者 は6 回 観 察 し て い る が 、 そ の い ず れ も は 、 ワ カ

モ ノ メ ス の 方 が 接 近 し て い っ た 。

オ ト ナ オ ス 間 、 オ ト ナ オ ス と ワ カ モ ノ オ ス 間 、 ワ カ モ ノ オ ス 間 で は1

回 も 見 て い な い 。

オ ト ナ オ ス と オ ト ナ メ ス 間 で は1 回 だ け 、 次 の よ う な 観 察 が あ る 。11

月 末 の こ と で 、 両 者 は コ ン ソ ー ト 関 係 に あ っ た 。 マ ウ ン テ ィ ン グ ・ シ リ ー

ズ が す で に 数 回 繰 り 返 さ れ て い た 。 両 者 は 大 き な 岩 の 上 で 、 互 い に 反 対 方

向 を 向 い て し ば ら く う ず く ま っ て い た （ 寝 て い た ？ ） 。 や が て オ ス が 岩 か ら

降 り 、 ブ ナ の 落 果 の 拾 い 食 い を 始 め た 。 メ ス も 続 い た 。 少 し し て オ ス が 岩

の 上 に 戻 り 、 メ ス も 戻 っ た 。 い っ と き 、 両 者 は 異 な る 方 向 を む い て う ず く

ま り 気 味 に 座 っ て い た が 、 メ ス が 立 ち 上 が り 、 オ ス の 正 面 に 回 り 込 み 、 両

者 は 抱 き 合 っ て 揺 さ 揺 さ を し た 。 そ し て メ ス が オ ス に 毛 づ く ろ い を し 、 そ

の あ と オ ス も メ ス に 毛 づ く ろ い を 返 し た 。

ワ カ モ ノ オ ス と ワ カ モ ノ メ ス 間 で も1 回 だ け 、 次 の よ う な 観 察 が あ る 。

そ れ は 交 尾 期 の12 月 半 ば 、5 歳 の オ ス と メ ス が 午 前 中 か ら 寄 り 添 っ て 行

動 し て い て 、 オ ス は 未 熟 な マ ウ ン テ ィ ン グ を メ ス に 繰 り 返 し て い た 。 抱 き

合 っ た 状 態 で オ ス が 立 ち 上 が っ た た め に メ ス は ま だ オ ス の 腹 側 に 抱 き っ

い て い る の だ が 、 そ の 状 態 の メ ス に 対 し て オ ス は 数 回 ス ラ ス ト し た こ と も

あ っ た 。 オ ス の ペ ニ ス の 挿 入 や 射 精 は 見 ら れ て い な い 。 そ ん な 中 、1 メ ー

ト ル ほ ど 距 離 を お い て の 休 息 中 に 、 メ ス が オ ス の 正 面 に 行 き 、 抱 き 合 い 、

揺 さ 揺 さ し た こ と が2 回 あ っ た 。 う ち1 回 は そ の あ と メ ス が 毛 づ く ろ い し

オ ス が 返 し た 。 も う1 回 は メ ス が 毛 づ く ろ い し た だ け で 終 わ っ た 。

コ ド モ 間 、 コ ド モ と オ ト ナ 間 で は 、 メ ス も オ ス も は っ き り し たHRG は

ま だ 一 度 も 観 察 す る 機 会 が な い 。

7. 揺 さ 揺 さ と 性 ・ 年 齢 と の 関 係

HRG で な く 、 抱 き 合 っ て の 揺 さ 揺 さ だ け も オ ト ナ メ ス 問 で よ く 見 ら れ
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る こ と は す で に 述 べ た 。 オ ト ナ メ ス と ワ カ モ ノ メ ス 間 で も 回 数 は 少 な い が 、

や は り 観 察 さ れ る 。 オ ト ナ メ ス や ワ カ モ ノ メ ス と 年 長 の コ ド モ(3~4 歳 ）

で も 同 様 で あ る 。 オ ト ナ の オ ス ・ メ ス 間 で 見 ら れ る 抱 き 合 っ て の 揺 さ 揺 さ

で は 、 接 近 し て い く 方 は 必 ず メ ス で あ る 。 抱 き 合 っ た と き 、 メ ス は 泣 き っ

面 に ご く 近 い 表 情 で リ ッ プ ・ ス マ ッ キ ン グ を し 、 体 を 揺 す る 。 そ う す る と

オ ス も 返 す が 、 気 乗 り の し な い 体 揺 す り で あ る 。 こ の と き オ ス が リ ッ プ ス

マ ッ キ ン グ を し た の は 見 た こ と が な い 。 こ の よ う な 揺 さ 揺 さ は 非 交 尾 期 の

休 息 時 に も 見 ら れ る が 、 交 尾 期 の コ ン ソ ー ト 関 係 に あ る オ ス ・ メ ス 間 で ず

っ と 頻 度 が 高 い 。

一 方 オ ス 間 で は 、 こ れ も1 回 だ け だ が 、 群 れ の 広 が り の 周 辺 部 に い た4

歳 と5 歳 の 間 で 見 ら れ た 。 こ の と き は4 歳 が 接 近 し て い き 、 揺 さ 揺 さ し た

あ と 何 事 も な か っ た よ う に 連 れ 立 っ て 移 動 し て い っ た 。

コ ド モ 間 で は 、D群 で ア カ ン ボ ウ が10 頭 以 上 生 ま れ た 翌 年 の か れ ら が

1 歳 に な っ た と き に 、 か れ ら 間 の 遊 び の 中 で 見 ら れ て い る 。1 歳 の 頭 数 が

多 い と 、 群 れ の 長 い 休 息 時 、 か れ ら 同 士 で （ と き に2 歳 や ア カ ン ボ ウ の1

~2 頭 が 加 わ る こ と が あ る ） 頻 繁 に 遊 び 集 団 を 作 っ て さ ま ざ ま な 遊 び に 熱

中 す る が 、 一 連 の 遊 び の 中 で2 頭 が 抱 き 合 っ て 揺 さ 揺 さ を す る こ と が あ る 。

そ の 状 況 観 察 か ら は 、 か れ ら が 揺 さ 揺 さ を 遊 び の 一 種 と し て や っ て い る と

し か 思 え な か っ た 。

も し そ う だ と す る と 、 良 く 知 ら れ て い る マ ウ ン テ ィ ン グ と 同 様 に 、 そ の

行 動 は ま ず コ ド モ や ア カ ン ボ ウ の 遊 ぴ の 中 に 発 現 す る 。 そ し て 、 マ ウ ン テ

ィ ン グ が や が て オ ト ナ や ワ カ モ ノ の オ ス 間 に 特 異 的 な 一 連 の 行 動 、 す な わ

ち 、 接 近 す る → マ ウ ン テ ィ ン グ す る → マ ウ ン テ ィ ン グ し た 方 が 毛 づ く ろ い

す る → し て も ら っ た 方 が 毛 づ く ろ い を 返 す → 毛 づ く ろ い シ リ ー ズ に 入 る

と い う 一 連 の 行 動 に 収 欽 し て い く と 同 様 に 、 や が て オ ト ナ や ワ カ モ ノ の メ

ス 間 に 特 異 的 なHRG へ と 収 欲 し て い く の で は な い か と 考 え ら れ る 。

た だ 、HRG や 揺 さ 揺 さ の サ ル の 発 達 と の 関 係 に つ い て は 、 筆 者 の 調 査

は 不 十 分 で あ り 、 結 論 的 な こ と は ま だ い え な い 。
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8. HRG の 見 ら れ る 群 れ と 見 ら れ な い 群 れ

HRG や 揺 さ 揺 さ に つ い て 、 こ れ ま で 述 べ た こ と の ほ と ん ど は 、D 群 を

対 象 に し た 調 査 時 に 得 ら れ た 観 察 結 果 に 基 づ い て い る 。 筆 者 のD 群 （ 図1 、

他 群 も 同 様 ） の 調 査 は1984 年 以 来 今 日 ま で ず っ と 継 続 し て い る 。

た だ 、 筆 者 は 他 群 に つ い て も 、A 群 で は ハ ビ チ ュ エ ー シ ョ ン を 進 め て い

た1982 年 に す で に 見 て い る し 、 そ の 後 の 断 片 的 な 調 査 時 に も 観 察 し て い

る 。B 群 で は 分 裂 （ 伊 沢1983) 前 の1983 年 、 ハ ビ チ ュ エ ー シ ョ ン を 進 め て

い た と き に 見 て い る し 、 分 裂 後 のB1 群 、B2 群 に つ い て も 、 そ の 後 の 断 片

的 な 調 査 時 に 、 や は り 観 察 し て い る 。 分 裂 （ 伊 沢1995) 前 のC 群 で は た っ

た1 回 だ け だ が 、1982 年7 月 に 群 れ が 仁 王 峠 の 、 仁 王 崎 側 に 広 が っ て 休

息 し て い る と き に 目 撃 し て い る 。

と こ ろ で 、 最 近 の 他 群 に つ い て だ が 、A群 で は 以 前 と 変 わ ら ず に 観 察 さ

れ て い る し （ 下 圃1998) 、B1 群 で も 同 様 で あ る （ 伊 左 治2010) 。B2 群 は 群

仁嶋
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図l ． 金 華 山 に 生 息 す る6 群 の 位 置 関 係
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れ の 崩 壊 と 復 元 （ 伊 沢 • 佐 藤2004, 伊 沢 • 関 ・ 佐 藤2008) の あ と 群 れ サ イ

ズ が 以 前 の3 分 の1 程 に 小 さ く な っ た （ オ ト ナ メ ス が5 頭 、 の ち に6 頭 ）

の だ が 、 そ の 後 恥 群 を 継 続 調 査 し て い る 関 健 太 郎 氏 （ 宮 城 ・ 野 生 動 物 保 護

管 理 セ ン タ ー ） に よ れ ば 、 メ ス 間 のHRG は そ れ ほ ど 珍 し い こ と で は な い

と い う 。 一 方 オ ス 間 で は 一 度 も 見 て い な い と い う 。 彼 が 観 察 し た 興 味 深 い

例 に 、 オ ス が メ ス を 追 い か け 、 メ ス は 悲 鳴 を 発 し な が ら 逃 げ て 、 オ ス か ら

離 れ て 立 ち 止 っ た と こ ろ へ 別 の メ ス が 接 近 し て き てHRG を 行 っ た と い

う の が あ る （ 私 信 ） 。

と こ ろ がC2 群 を ハ ビ チ ュ エ ー シ ョ ン し て8 年 余 り 継 続 調 査 し た 川 添 達

朗 氏 （ 京 都 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 ） に よ れ ば 、 そ の 間HRG を 一 度 も 見 て い

な い と い う （ 私 信 ） 。2008 年 にCl 群 を ハ ビ チ ュ エ ー シ ョ ン し て 調 査 し た 三

木 清 雅 氏 （ 宮 城 の サ ル 調 査 会 ） も や は り 見 て い な い と い う （ 私 信 ） 。

こ れ ら の 事 実 は 以 下 の 二 つ の こ と を 示 唆 す る 。 一 つ は 、 群 れ サ イ ズ が 大

き い とHRG は 行 わ れ や す い が 、 群 れ サ イ ズ が 小 さ い と(C 2 群 の こ の8 年

間 の オ ト ナ メ ス の 数 は 毎 年6~7 頭 で 推 移 。Cl 群 の2008 年 の オ ト ナ メ ス

の 数 は5~7 頭 ） 行 わ れ な い と い う こ と で あ る 。 メ ス の 数 が 少 な け れ ば 休 息

時 の 広 が り も 小 さ く 、 日 常 生 活 に お け る 採 食 や 休 息 や 移 動 な ど の 同 調 性 も

当 然 高 ま り 、 互 い に そ の 時 ど き の 内 的 心 的 状 況 が 十 分 分 か っ て い る （ よ く

認 知 で き て い る ） か ら 、 手 の こ ん だHRG を 行 わ な く て も 簡 単 に 毛 づ く ろ

い し 合 う 状 態 に 入 れ る と い う こ と な の だ ろ う か 。 し か し 、B2 群 も 群 れ の

崩 壊 と 復 元 後 は オ ト ナ メ ス5 頭 と い う サ イ ズ の 小 さ い 群 れ に な っ た の だ

が 、 こ の 群 れ で は よ く 見 ら れ て い る の は （ 上 述 ） 、 こ の こ と と 矛 盾 す る 。

も う 一 つ は 、 個 体 差 が あ り 、 群 れ に 揺 さ 揺 さ を し た が る メ ス と そ う で は

な い メ ス が い て 、 し た が り 屋 が い る と 観 察 頻 度 は 高 く な り 、 し た が り 屋 が

い な い と 低 く な る と い う 可 能 性 で あ る 。 だ と す る と 、C I 群 とC2 群 に つ い

て は 、C 群 に し た が り 屋 が 仮 に い た と す れ ば 、 そ の メ ス は 分 裂 し た 時 点 （ 伊

沢1995) で ど ち ら か の 群 れ に 入 っ た わ け で 、 し た が り 屋 の 入 ら な か っ た 群

れ の 方 は 頻 度 が ひ ど く 落 ち た か し な く な っ た 。 入 っ た 方 の 群 れ で も そ の メ

ス （ 及 び 血 縁 者 ） が 死 亡 し て い な く な っ た こ と で 同 様 な 状 態 に な っ た 。 一 方

恥 群 で は 崩 壊 と 復 元 後 も し た が り 屋 の メ ス が 生 き 延 び た か ら 、 そ の 後 も
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珍 し く な く 観 察 さ れ る 、 と い う こ と に な る の だ ろ う か 。 た だ 、 そ の 確 証 は

ま だ と れ て い な い 。

あ る い は 、 実 際 に は 二 つ の こ と が 相 互 に 関 連 し あ い な が ら 起 こ っ て い る

の か も し れ な い 。

な お 、 金 華 山 で オ ス グ ル ー プ の 一 つ を 継 続 調 査 し て い る 宇 野 壮 春 氏 （ 宮

城 ・ 野 生 動 物 保 護 管 理 セ ン タ ー ） に よ れ ば 、 相 互 の 毛 づ く ろ い の ほ と ん ど

は マ ウ ン テ ィ ン グ に よ っ て 開 始 さ れ る の で あ り 、 オ ス グ ル ー プ を 形 成 す る

メ ン バ ー 間 で のHRG や 揺 さ 揺 さ は 一 度 も 見 て い な い と い う 。 彼 の 表 現 を

借 り れ ば 、 オ ス は そ ん な キ モ イ こ と は し な い と い う こ と だ （ 私 信 ） 。

9. 下 北 半 島 と 白 山 の サ ル のHRG と 揺 さ 揺 さ

筆 者 は 金 華 山 以 外 に 、 青 森 県 下 北 半 島 や 石 川 県 白 山 山 域 で 長 年 に わ た っ

て 調 査 し て い る が 、 両 地 域 の サ ル で も 同 様 にHRG や 揺 さ 揺 さ を 見 て い る 。

下 北 半 島 で は 、 サ ル た ち は 初 夏 に よ く 尾 根 上 の 風 通 し の 良 い 大 岩 の 露 出

し た 場 所 で 休 息 を と る が 、 そ の 際 に 何 回 も 観 察 し た 。 白 山 山 域 で は 冬 場 、

雪 崩 の 落 ち た 急 斜 面 や 林 道 脇 の 雪 の 消 え た 場 所 （ そ こ は 春 に な る と 商 茎 の

草 本 類 が 繁 茂 し 、 地 元 の 人 た ち は ナ バ タ と 呼 ぶ ） に 広 が っ て 採 食 し た あ と 、

日 向 ぼ っ こ を し な が ら 休 息 に 入 る こ と が 多 い の だ が 、 そ の 際 に 観 察 し て い

る 。

下 北 半 島 で 筆 者 よ り サ ル に ず っ と 接 近 し た 状 態 で の 観 察 を 長 年 続 け て

い る 松 岡 史 朗 氏(NPO 法 人 ニ ホ ン ザ ル フ ィ ー ル ド ス テ ー シ ョ ン ） に よ れ ば 、

HRG は オ ト ナ メ ス 間 で は そ れ ほ ど 珍 し く な く 見 ら れ る 。 そ の と き 、 最 初

に 抱 き つ い た 方 、 な い し 双 方 が リ ッ プ ・ ス マ ッ キ ン グ を 頻 繁 に や る 。 腰 を

ぐ っ と 入 れ て 揺 さ 揺 さ を し な が ら 両 者 が リ ッ プ ・ ス マ ッ キ ン グ を し て い る

と き は 、 く ム グ ム グ ム グ ・ ・ ・ ＞ と 口 を 動 か し な が ら 他 の 機 会 に は 見 る こ

と の な い 独 得 の 表 情 を す る 。 オ ス ・ メ ス 間 で は 若 い オ ス(4~5 歳 ） が 主 に

母 親 と や る こ と が あ る が 、 そ れ 以 外 の オ ス ・ メ ス 間 で は 見 ら れ て い な い 。

ま た オ ス 間 で は 、 主 だ っ た オ ス が3~4 頭 い る サ イ ズ の 大 き な 群 れ の 主 だ

っ た オ ス 間 で 交 尾 期 に と き に 観 察 さ れ る が 、 冬 場 や 出 産 期 に は 見 た こ と は

な い 、 と い う （ 私 信 ） 。
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同 様 に 白 山 山 域 で200 頭 近 く の サ ル を 個 体 識 別 し 、 筆 者 よ り も サ ル に 近

い 位 置 か ら 長 年 調 査 を 続 け て い る 滝 澤 均 氏 （ い し か わ 動 物 園 ） に よ れ ば 、 白

山 で も オ ト ナ メ ス 間 で はHRG は 珍 し く な く 観 察 さ れ る 。 そ の 際 両 者 は リ

ッ プ ・ ス マ ッ キ ン グ を す る こ と が 多 い 。 ワ カ モ ノ メ ス が オ ト ナ メ ス に 接 近

し て い っ てHRG が 始 ま る こ と も 結 構 あ る 。 群 れ の オ ス ・ メ ス 間 、 オ ス 間

で は 一 度 も 見 て い な い 。 オ ス ・ グ ル ー プ で は 一 度 、 体 格 の 小 さ い 方 が 大 き

い 方 へ 接 近 し て い っ てHRG を し た の を 見 て い る 、 と い う （ 私 信 ） 。

こ の よ う に 筆 者 が こ れ ま で 調 査 し た 地 域 で は 普 通 に 見 ら れ るHRG お

よ び 揺 さ 揺 さ な の だ が 、 不 思 議 な こ と に 他 の 調 査 地 か ら は ま だ 報 告 さ れ て

い な い 。 メ ス に 特 徴 的 な こ れ ら の 行 動 が 野 生 ニ ホ ン ザ ル の 分 布 域 の 中 で ど

れ ほ ど の 広 が り を 持 っ て い る の か は 興 味 深 い 問 題 と い え よ う 。
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